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哲
学
専
攻

ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
哲
学
に
お
け
る
自
由
と
不
滅
性

 

有
村　

直
輝

バ
タ
イ
ユ
の
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
論
に
お
け
る
生
の
本
質
に

つ
い
て 
小
泉　

綾
加

シ
ェ
リ
ン
グ
の
自
由
論
に
お
け
る
二
元
性
と
統
一

│
自
由
を
持
つ
人
間
の
「
生
」
の
在
り
方
│ 

十
河　

早
希

ナ
ン
シ
ー
に
お
け
る
「
共
同
体
」
に
つ
い
て
の
考
察

 

福
島
あ
ず
さ

野
球
選
手
の
人
間
形
成
論
に
見
る
ス
ポ
ー
ツ
哲
学

 

佛
田　
　

翔

規
律
社
会
の
終
焉
は
教
育
に
何
を
も
た
ら
し
た
か

 

松
野　

弘
明

サ
ル
ヴ
ァ
ド
ー
ル
・
ダ
リ

―
ダ
リ
の
人
格
と
作
品
と
の
関
係
― 

村
岡　

七
海

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
リ
ン
チ
映
画
に
お
け
る
不
条
理
の
構
造

│
カ
フ
カ
、
ベ
ー
コ
ン
の
影
響
を
中
心
に
│ 

内　

直
毅

『
嘔
吐
』
に
お
け
る
サ
ル
ト
ル
の
思
想 

安
田　
　

葵

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
下
の
主
観
的
自
我

と
不
条
理
的
実
存 

青
野　

恵
介

自
死
論 

小
島　

飛
鳥

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
死
ん
だ
の
か 

伊
東　

仁
美

我
々
は
利
己
的
な
の
か
、
利
他
的
な
の
か
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス

と
ド
ー
キ
ン
ス
の
対
立 

友
松　

桂
吾

メ
ラ
ン
コ
リ
ー
と
わ
た
し 

西　
　

俊
輔

産
業
社
会
か
ら
知
識
基
盤
社
会
へ

│
再
生
産
社
会
と
そ
の
変
容
│ 

平
井　

健
太

生
き
る
と
い
う
こ
と

│
木
村
敏
に
お
け
る
他
者
へ
の
考
察
│ 

平
野　

裕
香

時
間
の
実
在
性
の
考
察
と
そ
の
本
質 

堀　
　
　

遼

芸
術
作
品
と
は
何
か 

前
村
有
里
香

人
は
ど
こ
ま
で
自
由
に
欲
望
を
充
足
で
き
る
か

 

大
久
保
直
哉

道
徳
の
可
変
性
と
人
間
本
性
の
普
遍
性 

那
谷　

享
平

外
来
種
問
題
に
お
け
る
倫
理
的
ア
プ
ロ
ー
チ

│
啓
蒙
さ
れ
た
人
間
中
心
主
義
の
立
場
か
ら
│ 

石
川
智
由
希

捕
鯨
に
み
る
動
物
資
源
の
利
用 

大
野　

亜
美

脳
死
は
人
の
死
か 

川
邉
和
香
奈

一
夫
多
妻
制
か
ら
社
会
を
考
え
る 

鍬
田　

真
司

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス

│
富
の
追
求
と
道
徳
│ 
寺
井　

哲
史

心
の
哲
学
に
お
け
る
自
然
主
義
的
思
想
の
限
界
に
つ
い
て

 

中
川　

拓
俊

脳
と
心
か
ら
み
る
意
識
存
在
の
根
拠 

花
田　
　

鈴

動
物
の
様
々
な
死
に
ど
の
よ
う
に
直
面
す
る
か

 

堀
井　

香
織

西
田
哲
学
に
お
い
て
宗
教
と
は

〜
善
の
研
究
よ
り
〜 

丸
橋　
　

結

親
の
権
利
か
子
の
命
の
尊
重
か 

米
津　

麻
友

西
田
幾
多
郎
の
宗
教
論 

加
藤　

寛
基

エ
ピ
ク
ロ
ス
快
楽
主
義
に
つ
い
て
の
一
考
察 

小
林　

辰
吾

ピ
タ
ゴ
ラ
ス
哲
学
に
見
る
宗
教
と
学
問 

野
田
健
太
郎

日
本
人
の
死
生
観 

上
家　
　

唱

ニ
ー
チ
ェ
と
方
位
学 

北
田　

哲
也

イ
ス
ラ
ー
ム

〜
ア
ッ
ラ
ー
と
人
間
の
関
係
性
〜 

清
水　
　

岳

「
自
由
」の
定
義
に
つ
い
て
の
考
察
。
そ
れ
は
我
々
に
と
っ

て
ど
の
よ
う
に
必
要
と
さ
れ
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
普
遍

的
な
価
値
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
Ｊ
・
Ｓ
・

ミ
ル
の
『
自
由
論
』
を
基
に
考
え
る
。 

長
谷
川　

廉

ギ
リ
シ
ア
悲
劇
の
必
然
性 

由
比
あ
す
か

安
楽
死
を
患
者
の
福
利
と
し
て
考
え
る

│
「
生
命
の
質
」
を
維
持
す
る
こ
と
│ 

久
保
田
彩
花

カ
ン
ト
の
「
嘘
」
と
約
束
に
お
け
る
問
題 

石
井　

優
里

Ｊ
・
ロ
ー
ル
ズ
に
お
け
る
正
義
原
理
の
正
当
化

 

市
川　

裕
介

何
故
人
を
殺
し
て
は
い
け
な
い
の
か 

岡　
　

綾
香

ト
マ
ス
＝
ホ
ッ
ブ
ズ
に
お
け
る
「
自
由
」
に
つ
い
て

 

斉
川　
　

僚

自
己
決
定
の
限
界

│
生
き
る
意
味
│ 

瀬
川　

智
文

ケ
ア
の
倫
理
と
正
義
の
倫
理
の
両
立 

中
尾　

友
美

二
〇
一
二
年
度
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カ
ン
ト
の
自
由
と
道
徳
法
則
の
関
係 

新
美　

裕
子

J
・S
・M

ill

の
功
利
主
義

│
質
的
問
題
を
中
心
と
し
て
考
え
る
│ 

宮
原　

利
衣

生
命
の
神
聖
性
説
の
崩
壊

│
生
命
の
質
と
い
う
区
別 

山
﨑　

大
夢

永
井
均
の
〈
私
〉
論
を
読
む

│
こ
の
〈
私
〉
は
死
ぬ
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
│

 

永
見　

利
晴

情
報
社
会
に
著
作
権
問
題
と
新
た
な
可
能
性
に
つ
い
て

 

石
元　

沙
知

ハ
ン
ナ
・
ア
レ
ン
ト
に
お
け
る
大
衆
と
全
体
主
義
運
動

 
小
林　
　

愛

ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
見
る
生
と
死
の
関
係

 

多
賀
谷
祥
子

企
業
不
祥
事
の
防
止
に
お
け
る
経
営
者
の
役
割
・
重
要
性

 

寺
井　

大
樹

バ
ー
ク
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
批
判
と
保
守
的
改
革

 

仲
野　

修
平

教
育
人
間
学
専
攻

息
を
み
つ
め
て 

松
本　
　

萌

親
と
子
の
愛

│
フ
ロ
ム
『
愛
す
る
と
い
う
こ
と
』
を
め
ぐ
っ
て
│

 

上
本　

佳
奈

フ
ラ
ン
ク
ル
か
ら
学
ぶ
「
生
き
る
意
味
」 

岡
田　

侑
也

持
つ
・
あ
る
・
愛

│
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
フ
ロ
ム
を
め
ぐ
っ
て
│ 

金
子　

友
美

「
自
分
」
と
は
何
か 

高
橋　

里
佳

勉
強
嫌
い
へ
の
対
策

〜
理
想
の
勉
強
と
は
〜 

田
中　

直
明

マ
ル
テ
ィ
ン
・
ブ
ー
バ
ー
を
読
む

│
『
我
と
汝
』
を
め
ぐ
っ
て
│ 

田
中　

勇
記

孟
子
に
学
ぶ 

田
村　

有
希

現
代
に
お
け
る
『
甘
え
』
の
人
間
学 

中
山
福
太
朗

「
甘
え
」
再
考 

宮
下　

沙
織

幸
福
論

〜
い
か
に
生
き
て
い
く
か
〜 

山
本　

佳
奈

養
育
者
と
支
援
者
と
を
つ
な
ぐ
学
校
教
育
を
核
と
し
た
新

た
な
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
関
す
る
考
察

 

池
之
上
祐
太

教
師
と
い
う
存
在
を
問
い
直
す 

石
本　

利
拓

人
間
関
係
と
「
ほ
め
る
」「
し
か
る
」
が
相
互
に
与
え
る

影
響
に
つ
い
て 

粥
川　

万
里

他
者
と
の
関
係
性
の
中
で
湧
き
上
が
る
「
や
る
気
」
に
関

す
る
考
察 

小
島　

大
知

女
性
は
な
ぜ
化
粧
を
す
る
の
か 

佐
藤　

詩
織

生
徒
の
悩
み
・
不
安
に
対
す
る
学
校
と
し
て
の
ア
プ
ロ
ー

チ
の
在
り
方 

髙
木　

龍
一

サ
ー
バ
ン
ト
リ
ー
ダ
ー
は
組
織
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
る
か

│
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
像
に
つ
い

て
の
考
察
│ 
髙
根　

康
生

失
敗
を
恐
れ
な
い
精
神
を
養
う
教
育
に
つ
い
て
の
考
察

 

田
畑　

理
樹

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
人
間
形
成
に
与
え
る
影
響
に
つ
い

て
の
一
考
察 

常
岡
伸
一
郎

ス
ポ
ー
ツ
が
人
間
形
成
に
寄
与
す
る
要
因
に
つ
い
て
の
考
察

│
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
を
問
い
直
す
│ 

中
谷　

祐
介

林
竹
二
に
み
る
理
想
の
教
師
像
に
つ
い
て
の
試
論

│
そ
の
授
業
実
践
の
考
察
を
中
心
に
│ 

芳
賀　

貴
裕

な
ぜ
『
大
阪
人
は
面
白
い
』
の
か 

松
永
香
菜
子

色
彩
と
住
生
活
と
の
関
係
性
に
つ
い
て 

三
木　

望
実

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
も
う
一
つ
の
可
能
性

〜
妄
想
現
象
を
捉
え
な
お
す
〜 

吉
田
亜
希
恵

競
争
原
理
を
超
え
る
教
育
の
可
能
性
の
追
求

〜
人
間
が
生
き
る
こ
と
に
お
け
る
競
い
合
う
こ
と
の
持
つ
意

味
を
問
い
直
す
〜 

吉
田　

創
亮

中
学
校
に
お
け
る
生
徒
の
居
場
所
と
な
る
学
級

│
問
題
行
動
か
ら
担
任
の
役
割
を
考
え
る
│ 

大
川　

美
里

自
分
の
生
き
方
を
自
覚
す
る
た
め
に

〜
白
昼
夢
の
研
究
を
手
掛
か
り
に
〜 

大
田　

実
佳

自
己
肯
定
感
の
育
ま
れ
方

│
他
者
評
価
と
自
己
評
価
を
通
し
て
│ 

柴
田
あ
ゆ
み

ス
ポ
ー
ツ
競
技
と
青
年
期
の
自
己
形
成

│
射
撃
部
の
4
年
間
を
通
し
て
│ 

田
村　

理
沙

い
じ
め
の
深
刻
化
を
防
ぐ

│
中
学
校
教
師
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
何
か
│ 

長
田　

佑
真

教
育
に
お
け
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
可
能
性

│
再
び
立
ち
上
が
る
力
│ 

正
木　

大
介

部
活
動
と
人
間
形
成

〜
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
指
導
者
の
役
割
〜 

森
内　

幸
司
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日
本
在
住
外
国
人
の
子
ど
も
の
教
育

│
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
子
ど
も
に
対
す
る
日
本
語
教
育
、
母
語

教
育
、
母
語
・
母
文
化
保
持
の
視
点
か
ら 

王　
　
　

翔

不
登
校
支
援

│
親
の
会
に
焦
点
を
当
て
て
│ 

丸
橋　

理
恵

経
験
に
よ
る
教
育

│
デ
ュ
ー
イ
を
中
心
に 

石
川　

翔
大

「
影
」
に
つ
い
て

│
私
が
気
づ
い
て
い
な
い
私
│ 

岩
場
万
有
香

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
人
間
形
成

〜
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
中
心
に
〜 
上
山　
　

栞

「
少
女
」
の
終
わ
り

│
恩
田
陸
『
蛇
行
す
る
川
の
ほ
と
り
』
を
通
し
て
│

 

尾
島　

貴
子

人
と
動
物
の
関
係
に
つ
い
て

│
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
を
中
心
に
│ 

澤
田　

美
保

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
ス
ク
ー
ル
と
『
学
校
』
の
枠
組
み
拡
大

 

橋
本　

真
人

死
者
と
の
再
出
発

│
宮
沢
賢
治
の
死
生
観
か
ら
│ 

樋
口　
　

梓

「
私
」
な
る
も
の
に
つ
い
て 

伊
　

岳
史

死
生
観 

岡
田　

雪
清

ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て 

岡
部　

藍
圭

愛
か
ら
学
ぶ
こ
と 

川
田　

沙
織

パ
ー
ソ
ナ
ル
ス
ペ
ー
ス
と
人
間
関
係 

中
井　

美
穂

関
係
的
自
己
の
多
面
性
と
自
尊
感
情
の
考
察 

永
井　

祐
衣

自
己
と
世
界
の
関
わ
り
に
お
け
る
呼
吸 

阪
野　

未
希

母
と
娘
の
関
係

〜
娘
の
自
尊
感
情
を
め
ぐ
っ
て
〜 

堀
尾
は
る
な

矛
盾
の
認
識
か
ら
気
付
く
自
己 

堀
本　

明
希

現
代
人
の
死 

三
宅　

善
正

「
幸
せ
」
を
身
に
付
け
る
に
は

〜
プ
ラ
ス
サ
イ
ク
ル
を
通
し
て
〜 

伊
藤　
　

希

「
き
み
の
な
ま
え
を
よ
ぶ
こ
え
」

〜
読
み
聞
か
せ
で
ひ
ら
く
絵
本
の
可
能
性
〜 

植
森　

麻
奈

不
完
全
な
人
間
の
完
全
な
自
分 

浦
井　

達
矢

理
想
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

 

大
熊　

悦
子

箱
庭
に
よ
る
内
面
世
界
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ 

神
田　

幸
月

音
楽
・
家
族
・
私 

熊
谷　

裕
太

友
人
関
係

〜
「
自
」
と
「
友
」
〜 

小
島
友
理
恵

ほ
ど
か
れ
る
こ
と 

坂
田
真
奈
実

摂
食
障
害
の
母
親
を
持
つ
娘
が
出
来
る
ア
プ
ロ
ー
チ

 

中
出　

歩
希

自
分
史

〜
理
想
の
自
分
に
向
け
て
〜 

深
海　

達
哉

ヨ
ー
ガ
の
心
身
相
関
的
効
果 

丸
山
み
な
え

評
価
と
の
関
わ
り
か
た

〜
比
べ
な
い
、
認
め
合
う
生
き
か
た
の
探
求
〜 

安
田
梨
見
子

子
ど
も
は
ど
の
よ
う
に
絵
本
を
よ
む
の
か 

山
田　

祐
衣

高
齢
者
福
祉
の
現
状
と
課
題　

家
族
と
し
て
の
視
点
か
ら

 
横
山　

翔
太

天
才
は
教
育
に
よ
っ
て
生
み
出
せ
る
の
か 

米
田　

真
平

「
狂
気
」
の
考
察 

崔　
　
　

翔

日
本
文
学
専
攻

『
万
葉
集
』
東
歌
の
駒 

鶴
谷　

汐
梨

祭
祀
と
祭
文 

柴
田　
　

翼

平
安
文
学
に
お
け
る
「
幻
」 

三
谷　

隆
幸

『
夜
の
寝
覚
』
の
「
母
」 

池
田　

彩
音

な
ぜ
嫉
妬
で
指
を
喰
う
の
か

│
「
指
喰
い
の
女
」
考 

伊
藤　

寛
子

『
夜
の
寝
覚
』
に
お
け
る
音
楽
描
写
に
つ
い
て 

長
村　

冴
香

平
安
文
学
に
お
け
る
「
こ
そ
」
の
活
用
例
と
比
較

 

河
野　

純
一

平
安
文
学
に
お
け
る
「
紫
」 

藤
野　

智
世

『
更
級
日
記
』
の
「
山
里
」 

山
本　

知
佐

八
百
屋
お
七
考 

伊
奈　

妙
佳

「
冥
途
の
飛
脚
」
に
お
け
る
人
物
像
の
変
遷 

永
崎　

恵
子

「
恋
合
端
唄
尽
し
」
に
見
る
小
町
業
平
伝
説
の
受
容
考

 

北
川　

翔
子

八
世
市
川
団
十
郎
考 

木
村　

大
樹

伊
達
騒
動
物
に
お
け
る
高
尾
太
夫
考

│
吊
る
し
斬
り
を
中
心
に
│ 

辻
本　

麻
弥

歌
舞
伎
『
助
六
』
考 

山
田　

和
季

異
類
婚
姻
譚
と
し
て
の
『
押
絵
と
旅
す
る
男
』 

末
長　

優
一

江
戸
川
乱
歩
論

│
『
虫
』
を
中
心
と
し
て
│ 

川
野　

勇
馬

武
者
小
路
実
篤
『
愛
と
死
』　

西
洋
と
東
洋 

安
喜　

一
葉

曽
根
圭
介
「
鼻
」
論

│
現
代
日
本
に
お
け
る
諸
問
題
の
考
察 

足
立　

景
司

時
代
で
移
り
変
わ
る
「
ヒ
ミ
ズ
」
像 

石
川　

佑
樹
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『
ジ
ョ
ジ
ョ
の
奇
妙
な
冒
険
』
論　

荒
木
飛
呂
彦
に
お
け
る

表
現
手
法
の
特
徴 

江
口　

貫
拙

や
な
せ
た
か
し
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
論 

川
西　
　

舞

桐
山
襲
『
神
殿
レ
プ
リ
カ
』
論

│
二
つ
の
「
物
語
」
の
力
に
つ
い
て
│ 

栗
山　

雄
佑

村
上
春
樹『
世
界
の
終
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー

ラ
ン
ド
』
論

│
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
と
い
う
問
題
系
│ 

小
林　

加
奈

倉
橋
由
美
子
「
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
」
論 

小
森　

誠
二

谷
崎
潤
一
郎
「
小
さ
な
王
国
」
論 

齋
　

千
尋

林
房
雄
「
四
つ
の
文
字
」
論 
塩
崎　

加
奈

桐
野
夏
生
『
グ
ロ
テ
ス
ク
』
論

│
格
差
の
中
で
揺
ら
ぐ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
│

 

田
中
日
向
子

佐
多
稲
子
「
キ
ャ
ラ
メ
ル
工
場
か
ら
」、「
目
見
得
」
論

 

梛
木
慎
太
郎

有
川
浩
『
塩
の
街
』
論 

野
村
彩
也
香

富
岡
多
恵
子
「
芻
狗
」
論 

道
下　

真
貴

野
坂
昭
如
『
火
垂
る
の
墓
』
論

│
子
供
へ
の
お
も
い
│ 

村
上　

真
弓

梶
井
基
次
郎
「
檸
檬
」
論 

臨
光
紗
由
里

平
林
た
い
子
「
殴
る
」
論 

政　
　

映
里

デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
に
お
け
る
家
族
像

│
片
親
、
義
理
親
に
よ
る
諸
問
題
を
中
心
に 

姜　
　

信
倍

谷
崎
潤
一
郎
『
秘
密
』
論 

若
井　
　

司

梶
井
基
次
郎
「
檸
檬
」
論

│
「
え
た
い
の
知
れ
な
い
不
吉
な
塊
」
に
つ
い
て
│

 

石
井　

翔
子

太
宰
治
「
貨
幣
」
論 

岩
瀬　

雅
美

庄
野
潤
三
「
静
物
」

│
父
親
と
細
君
の
望
む
「
今
」
と
い
う
閉
じ
ら
れ
た
完
結
世

界
│ 

大
迫　

敬
典

恩
田
陸
『
ユ
ー
ジ
ニ
ア
』
論 

岡
田　

美
華

坂
口
安
吾
「
青
鬼
の
褌
を
洗
う
女
」
論

│
題
名
に
表
象
さ
れ
る
サ
チ
子
│ 

勝
野　
　

芽

笙
野
頼
子
「
母
の
縮
小
」
論

│
言
語
的
装
飾
に
よ
る
他
者
の
受
容
│ 

加
藤　
　

仁

小
川
洋
子
「
薬
指
の
標
本
」
論

│
身
体
表
現
を
起
点
と
し
て
│ 

金
田　

郁
美

菊
池
寛
「
恩
讐
の
彼
方
に
」
論 

河
野　

友
哉

あ
さ
の
あ
つ
こ
『
バ
ッ
テ
リ
ー
』
論 

木
津
香
菜
絵

三
枝
和
子
「
月
曜
日
の
夜
の
こ
と
」
論

│
語
り
手
の
意
識
の
変
容
を
中
心
に 

城
内
健
太
郎

山
崎
俊
夫
「
夕
化
粧
」

│
描
か
れ
る
「
う
つ
く
し
き
」
も
の
│ 

諏
訪　
　

聡

筒
井
康
隆
「
家
」
論 

竹
内　

量
平

新
美
南
吉
「
ご
ん
狐
」
論

│
「
一
人
ぼ
つ
ち
」
が
生
み
出
す
認
識
の
ズ
レ
│ 

都
築　

優
介

吉
行
淳
之
介
『
星
と
月
は
天
の
穴
』
論

│
入
れ
子
型
の
作
品
世
界
│ 

冨
川　

陽
太

堀
辰
雄
「
聖
家
族
」
論 

波
多
野　

恵

宮
沢
賢
治
「
オ
ツ
ベ
ル
と
象
」
論

│
関
係
の
成
立
と
崩
壊
│ 
藤
井　

彩
夏

中
島
敦
「
巡
査
の
居
る
風
景
│
一
九
二
三
年
の
一
つ
の
ス

ケ
ッ
チ
│
」
論 

松
本　

美
穂

長
野
ま
ゆ
み
の
〈
少
年
〉
像

│
〈
口
に
す
る
も
の
〉
を
中
心
に
│ 

村
田
香
菜
子

志
賀
直
哉
「
城
の
崎
に
て
」
論

│
導
か
れ
る
死
生
観
│ 

吉
岡　

優
希

「
舞
姫
」
論 

池
田　

直
史

村
上
春
樹
「
蜂
蜜
パ
イ
」
論 

金
岡　

生
紗

野
坂
昭
如
『
火
垂
る
の
墓
』
論 

重
光　

良
亮

永
井
荷
風
「
す
み
だ
川
」
論 

浅
田　

詩
織

藤
沢
周
平
『
蝉
し
ぐ
れ
』
論 

足
立
新
之
介

林
芙
美
子
「
め
し
」
論

│
戦
後
を
生
き
る
中
間
層
の
女
性
た
ち
を
中
心
に
│

 

石
野
未
来
子

宮
崎
駿
監
督
作
品　

映
画
『
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
』
論

│
構
想
と
表
現
の
ゆ
く
え
│ 

井
上
亜
希
乃

川
上
弘
美
『
セ
ン
セ
イ
の
鞄
』
論 

井
ノ
上
絢
香

谷
崎
潤
一
郎
「
少
年
」
論

│
悪
戯
遊
び
を
中
心
に
│ 

上
延　

希
帆

齋
藤
史
『
魚
歌
』
論

│
「
濁
流
」
を
中
心
に
│ 

坂
井　

ユ
リ

与
謝
野
晶
子
「
金
魚
の
お
使
」
論

│
教
育
的
観
点
に
立
っ
て
│ 

清
水
美
早
保

押
川
春
浪
『
海
底
軍
艦
』
論 

髙
岡
侑
香
子

宮
沢
賢
治
「
グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
の
伝
記
」
論

│
「
グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
の
伝
記
」
か
ら
み
る
賢
治
の
死
生
観
│

 

武
部　

桃
子

室
生
犀
星
「
或
る
少
女
の
死
ま
で
」
論

│
作
品
機
能
と
し
て
の
少
女
二
人
│ 

多
知　

凌
介
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湊
か
な
え
「
告
白
」
論

〜
少
年
犯
罪
・
少
年
法
に
つ
い
て
〜 

栃
本　

涼
香

中
島
敦
「
虎
狩
」
論 

廣
瀨　

春
音

宮
崎
駿
「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」
論 

牧　

千
都
世

森
鷗
外
「
蛇
」
論

│
〈
蛇
〉
と
〈
己
〉
の
役
割
│ 

門
﨑　
　

綾

山
田
詠
美
「
蝶
々
の
纏
足
」「
風
葬
の
教
室
」
論

 

山
岡
の
ぞ
み

吉
田
修
一
『
悪
人
』
論 

JU
N

G
 JIN

Y
O

U
N

G

岡
崎
京
子
『pin

k

』
論 

鈴
木　

七
穂

森
鷗
外
『
阿
部
一
族
』
論

│
死
ぬ
た
め
に
生
き
た
武
士
た
ち
│ 
萱
沼　
　

茂

『
清
水
の
冠
者
』
論

│
人
物
造
型
の
源
流
を
探
る 

岡
澤　

陽
介

『
徒
然
草
』　

第
三
十
一
段
の
研
究 

錦
池　
　

望

『
大
鏡
』
に
お
け
る
藤
原
道
隆
の
死
の
場
面
に
つ
い
て

 

乾　
　

由
佳

藤
原
佐
理
伝
か
ら
み
る
『
大
鏡
』
の
作
者
像

 

勝
野
由
倭
子

『
大
鏡
』
に
お
け
る
「
怪
異
」

│
行
成
伝
を
中
心
に
│ 

坂
西　
　

彩

『
大
鏡
』
に
お
け
る
九
条
流
の
繁
栄

│
安
子
の
「
御
族
思
ひ
」
を
中
心
に
│ 

中
村　

将
也

『
大
鏡
』
に
お
け
る
女
の
「
幸
」

│
『
源
氏
物
語
』
と
の
比
較
を
中
心
に
│ 

野
田　

千
裕

『
大
鏡
』
に
お
け
る
藤
原
伊
周
・
隆
家
論 

前
田　

香
穂

オ
ノ
マ
ト
ペ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
場
面
の
相
互
共
通
認
識

に
つ
い
て 

池
田　

冴
佳

広
告
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
お
け
る
日
本
語
表
現
に
つ
い
て

 

橋
口　
　

功

日
本
語
学
習
者
の
会
話
に
み
ら
れ
る
誤
用
傾
向

 

濱
本　

亜
希

コ
ー
パ
ス
に
よ
る
複
合
語
の
研
究 

藤
井
謙
太
郎

文
学
作
品
の
語
彙
調
査 

吉
田　
　

了

オ
ノ
マ
ト
ペ
の
研
究 

朴　
　

美
姫

俵
藤
太
百
足
退
治
伝
説
の
成
立
に
関
す
る
考
察

│
鍛
冶
信
仰
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
│ 

小
野
澤
花
菜

日
本
人
と
猫

〜
猫
の
化
物
退
治
伝
承
〜 

河
合　

秀
典

遠
野
物
語
の
天
狗
伝
承
に
つ
い
て 

久
保　

佑
介

月
の
伝
承

│
日
本
人
は
月
を
ど
う
捉
え
て
い
た
か
│ 

無
州　

史
織

中
国
文
学
専
攻

韓
非
子
に
お
け
る
「
先
王
」
論 

森　
　

舞
子

幕
末
志
士
の
漢
詩
に
つ
い
て 

佐
藤　

博
史

左
思
の
詠
史
詩
に
つ
い
て 

野　

朱
夏

王
羲
之
の
人
物
像 

嘉
原　

史
織

杜
甫
の
交
友 

田
中　
　

京

日
中
に
お
け
る
「
枕
中
記
」
の
受
容 

堀
越　
　

茜

『
武
経
七
書
』
よ
り
み
る
中
国
古
代
の
軍
事
思
想

 
嶺　
　

早
織

平
安
文
学
と
白
居
易 
森
井　

菜
名

中
国
に
お
け
る
反
日
思
想
の
研
究 

垣
脇　

達
史

森
鷗
外
と
漢
詩 

上
野　

慶
子

知
識
人
の
視
点
か
ら
文
化
大
革
命
を
見
る 

江
川　

侑
也

陽
明
学
と
陽
明
学
左
派
に
つ
い
て 

小
髙　

竜
也

中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策 

河
本　

矩
明

高
校
教
科
書
に
お
け
る
日
本
漢
詩
文 

新
宮　

一
平

中
国
産
農
産
物
と
農
業 

高
山　

裕
加

中
国
ホ
ル
チ
ン
砂
地
に
お
け
る
砂
漠
化
に
つ
い
て

 

冨
田　

理
恵

一
人
っ
子
政
策
が
中
国
社
会
に
与
え
る
影
響 

中
　

桂
子

猫
の
認
識

│
文
化
を
通
じ
て
み
る
猫
│ 

西
井　
　

透

中
国
の
教
育
と
社
会
発
展

〜
日
本
と
比
較
し
て 

堀
江　

政
生

中
国
の
経
済
発
展
が
も
た
ら
す
農
村
部
・
都
市
部
の
貧
困

問
題 

前
田　

沙
樹

中
国
の
水
問
題 

松
本　

真
由

現
代
中
国
に
お
け
る
大
学
生
の
就
職
活
動 

三
上　
　

修

中
国
の
野
球
に
つ
い
て 

山
本　
　

義

囲
碁
に
見
る
日
中
関
係 

神
尾　

浩
之

魯
迅
の
小
説
に
描
か
れ
た
鬼 

植
田　

実
誉

慰
安
婦
問
題
に
つ
い
て
知
る 

金
井　

陽
子

魯
迅
の
描
い
た
墨
子

〜
『
故
事
新
編
』「
非
攻
」
を
通
し
て
〜 

志
水　

孝
行

親
子
の
絆

〜
謝
冰
心
の
作
品
を
通
し
て
〜 

末
滿　

美
那

革
命
文
学
論
争
の
影
響

〜
「
春
蚕
」「
林
商
店
」
の
比
較
を
中
心
に
〜 

竹
次
亜
友
美

『
孩
子
王
』

│
原
作
と
映
画
を
比
較
し
て
│ 

中
松　

侑
里



一
〇
〇

282

莫
言
の
短
編
小
説
『
火
焼
花
籃
閣
』
の
研
究

〜
第
二
次
天
安
門
事
件
を
手
が
か
り
に
〜 

松
田　

瑠
子

英
米
文
学
専
攻

K
ate C

h
opin

, T
h

e A
w

aken
in

g

に
お
け
る
海
の
研
究

 

小
川
か
お
り

F. S
cott F

itzgerald

のT
h

e G
reat G

atsby

研
究

│G
atsby

がG
reat

を
称
さ
れ
る
わ
け
│ 

荒
川　

恵
理

V
ladim

ir N
abokov,L

olita

研
究

│H
u

m
bert

とQ
u

ilty

の
隣
り
合
わ
せ
の
関
係
に
つ
い
て
│

 
伊
藤　

沙
希

E
rn

est H
em

in
gw

ay, A
 Farew

ell to A
rm

s

│
雨
の
役
割
に
つ
い
て
│ 

岩　
　

純
子

V
ladim

ir N
abokov, L

olita

研
究

│
ナ
ボ
コ
フ
の
「
理
想
の
読
者
」
と
し
て
『
ロ
リ
ー
タ
』
を

読
む
│ 

上
田　

秀
幸

V
ladim

ir N
abokov

のL
olita

研
究

│
主
人
公
の
愛
情
の
二
面
性
に
つ
い
て
│ 

奥
村　

仁
美

H
en

ry Jam
es, T

h
e T

u
rn

 of th
e S

crew

研
究

│Jam
es

が
仕
組
ん
だ
ひ
ね
り
の
分
析 

鎌
田
亜
耶
美

先
祖
か
ら
伝
承
さ
れ
た
社
会
に
お
い
て
の「
黒
人
ら
し
さ
」

 

河
合　

涼
介

K
ate C

h
opin

, T
h

e A
w

aken
in

g

研
究

│
エ
ド
ナ
の
選
択
│ 

近
藤　

綾
華

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト

│S
oph

ie’s C
h

oice

を
通
し
て
み
る
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
│

 

嶋
田　

夏
海

T
h

e G
reat G

atsby

に
お
け
る
語
り
手
ニ
ッ
ク
の
役
割

 

杉
本　
　

愛

T
ru

m
an

 C
apote, B

reakfast at T
iffan

y’s

研
究

 

鈴
木　

浩
子

T
h

e G
reat G

atsby

に
お
け
る「
金
の
存
在
価
値
」と「
ア

メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
」 

十
河　
　

誠

F.S
cott F

itzgerald, T
h

e G
reat G

atsby 

研
究

│
偉
大
なG

atsby

と
無
責
任
な
人
々
│ 

出
水　

真
吾

V
ladim

ir N
abokov, L

olita

研
究

│H
u

m
bert

を
映
す
「
鏡
」
と
し
て
のQ

u
ilty

に
つ
い
て
│

 

中
村　

侑
紀

V
ladim

ir N
abokov, L

olita

研
究　

ハ
ン
バ
ー
ト
の
性

癖
を
形
成
し
た
要
因
に
つ
い
て 

脇　

雄
太

L
ym

an
 F

ran
k B

au
m

, “T
h

e W
on

derfu
l W

izard of 

O
z”

研
究

│
4
人
の
登
場
人
物
が
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
す
る
も
の
│

 

濱
田　
　

彩

V
ladim

ir N
abokov, L

olita

研
究

│Q
u

ilty
の
役
割
│ 

平
尾　
　

圭

J.D
.S

alin
ger, T

h
e C

atch
er in

 th
e R

ye

研
究

│
ラ
イ
麦
畑
の
つ
か
ま
え
役
と
し
て
の
ホ
ー
ル
デ
ン
│

 

藤
本　

洋
介

V
ladim

ir N
abokov, L

olita

│
「
ロ
リ
ー
タ
」
と
い
う
名
が
表
す
ロ
リ
ー
タ
像
に
つ
い
て
│

 
松
元　

愛
里

A
n

zia Yezierska, B
read G

ivers

研
究

│
ユ
ダ
ヤ
人
女
性
サ
ラ
の
辿
り
着
い
た
場
所
│ 

宮
田　

大
基

V
ladim

ir N
abokov’s L

olita

│C
h

arlotte H
aze

の
真
の
姿
に
つ
い
て
│ 

森
元　
　

蘭

H
arriet B

eech
er S

tow
e, U

n
cle T

om
’s C

abin

に
お

け
る
奴
隷
の
母
子 

山
田　

翔
子

V
ladim

ir N
abokov, L

olita

研
究

│
ナ
ボ
コ
フ
と
数
字
│ 

米
川　

昌
宏

V
ladim

ir N
abokov, L

olita

研
究

│
語
り
手
ハ
ン
バ
ー
ト
に
関
わ
る
女
性
達
に
つ
い
て

 

渡
邊　

円
花

K
ate C

h
opin

, T
h

e A
w

aken
in

g

研
究　

結
末
に
つ
い

て
の
考
察 

吉
尾　

美
咲

T
h

e A
ge of In

n
ocen

ce 

に
お
け
るIn

n
ocen

ce

に
つ

い
て
の
考
察 

菊
地　

恭
佑

H
am

let

研
究 

澤
田　

真
吾

『
十
二
夜
』
か
ら
見
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観

 

伊
藤　

未
季

A
 M

idsu
m

m
er N

igh
t ’s D

ream

に
お
け
るW

illiam
 

S
h

akespeare

の
演
劇
観 

今
西　

勝
也

W
in

n
ie-th

e-P
ooh

の
言
語
世
界
に
お
け
る
ユ
ー
モ
ア

 

占
部　

里
紗

『
真
夏
の
夜
の
夢
』
と
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
の

比
較
分
析

│
恋
愛
の
主
題
と
劇
の
構
造
を
中
心
に 

大
江　

佳
奈

『
ザ
・
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ッ
ツ
ビ
ー
』
に
お
け
る
ギ
ャ
ッ

ツ
ビ
ー
の
偉
大
さ
に
関
す
る
考
察

│
ニ
ッ
ク
の
語
り
の
分
析 

大
庭　

菜
々

『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
に
お
け
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
の
恋
愛
観 

岡
田
勇
一
郎
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A
 M

idsu
m

m
er N

igh
t's D

ream

に
お
け
る
民
間
伝
承

の
影
響

│
妖
精
像
の
比
較
分
析 

小
澤
ま
な
か

W
in

n
ie-th

e-P
ooh

が
も
た
ら
す
癒
し

│
平
和
の
象
徴
性
を
め
ぐ
る
一
考
察 

金
川　

真
巳

A
lice's A

dven
tu

res in
 W

on
derlan

d

に
お
け
る
森
の

役
割 

上
村　

那
緒

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
テ
ン
ペ
ス
ト
』
に
お
け
る
欲
望
と

闘
争

│
平
和
学
か
ら
の
一
考
察 

北
川　

真
由

『
床
下
の
小
人
た
ち
』
に
お
け
る
強
者
と
弱
者
の
関
係
性

を
め
ぐ
る
考
察 
藏
立　

智
予

W
u

th
erin

g H
eigh

ts

に
お
け
る
魂
と
肉
体
の
相
克

 

小
森　

美
里

Jan
e A

u
sten

の P
ride A

n
d P

reju
dice

に
於
け
る
女

性
の
知
性 

高
向　

哲
也

S
h

akespeare

のA
 M

idsu
m

m
er N

igh
t’s D

ream

に
お
け
る
狂
気 

辰
巳
由
希
子

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
お
気
に
召
す
ま
ま
』

に
お
け
る
男
装
の
役
割 

德
山　

知
香

W
illiam

 S
h

akespeare

のA
 M

idsu
m

m
er N

igh
t’s 

D
ream

に
お
け
る
妖
精
像 

田　

恵
里

『
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』

│
子
ど
も
観
と
子
ど
も
文
化
│ 

濵　

み
ゆ
き

G
u

lliver’s T
ravels

に
お
け
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
性
と
諷

刺
性 

濱
田　

真
理

T
h

e S
tran

ge C
ase of D

r. Jekyll an
d M

r. H
yde

に

お
け
る
悪
の
問
題 

濵
本　

絢
美

O
th

ello

に
お
け
る
嫉
妬
の
諸
相 

藤
田　

真
未

ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
・
シ
リ
ー
ズ
に
お
け
る
死
生
観
の
考
察

 

前
田
ひ
か
る

エ
ミ
リ
ー
・
ブ
ロ
ン
テ
の
『
嵐
が
丘
』
に
お
け
る
階
級
差

別
の
問
題 

宮
路　

典
希

P
eter an

d W
en

dy

に
お
け
る
母
親
像 

森
田　

美
咲

A
 R

oom
 w

ith
 a view

 

研
究

〜
ル
ー
シ
ー
の
精
神
的
成
長
に
つ
い
て
〜 

大
野　

友
馬

A
lice’s A

d
ven

tu
res in

 W
on

d
erlan

d
 an

d
 T

h
rou

gh
 

th
e L

ookin
g-G

lass 

研
究

│
ル
イ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
は
何
故
ア
リ
ス
の
成
長
を
描
い
た
か

 

小
倉　

瑞
保

W
h

ere A
n

gels F
ear to T

read

研
究

│
登
場
人
物
た
ち
の
精
神
的
成
長
に
つ
い
て
│ 

神
山　

愛
美

T
h

e G
reat G

atsby

に
お
け
る
愛 

木
原　

悠
希

『
一
九
八
四
年
』
に
描
か
れ
た
相
反
す
る
側
面

│G
eorge O

rw
ell

の
真
意 

權
代　

健
人

L
ew

is C
arroll, A

lice’s A
dven

tu
res in

 

W
on

derlan
d 

研
究 

東
條　

佑
紀

E
. M

. F
orster, W

h
ere A

n
gels F

ear to T
read

研
究

│
ヒ
ー
ロ
ー
の
精
神
的
成
長
に
対
す
る
女
性
の
影
響

 

日
原
千
菜
美

E
. M

. F
orster, W

h
ere A

n
gels F

ear to T
read

研
究

 

広
野　

大
地

W
h

ere A
n

gels F
ear to T

read 

│
登
場
人
物
は
果
た
し
て
精
神
的
成
長
を
遂
げ
た
の
か
│

 

福
地　

愛
子

『
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』
と
『
鏡
の
国
の
ア
リ
ス
』
に

お
け
る
言
葉
遊
び
と
論
理
遊
び 

上
野　

眞
歩

ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ー
・
フ
ィ
ン
研
究 

渡
邊　
　

圭

A
lice’s A

dven
tu

res in
 W

on
derlan

d

とT
h

rou
gh

 

th
e L

ookin
g-G

lass

研
究

│
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
ア
リ
ス
の
関
わ
り
か
ら
見
え
る
ル
イ

ス
・
キ
ャ
ロ
ル
の
社
会
批
判
と
人
間
批
判
│ 

芦
田　

英
恵

T
h

e B
lu

est E
ye

研
究 

太
田
英
利
香

A
n

gela C
arter’s B

ook of Fairy T
ales

研
究

 

大
津
屋
利
恵

A
t th

e B
ack of th

e N
orth

 W
in

d

とP
eter an

d 

W
en

dy

の
比
較
研
究

│
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
女
性
た
ち
│ 

岡
田　

明
美

A
n

gela C
arter’s B

ook of Fairy T
ales

研
究

│
「
結
婚
」
と
い
う
結
末
が
意
味
す
る
も
の
│ 

奥
　
　

遥

T
h

e B
loody C

h
am

ber A
n

d O
th

er S
tories

研
究

 

奥
野
裕
佳
子

T
h

e B
lood

y C
h

am
ber an

d
 O

th
er S

tories

研
究

 

上
本　

麻
衣

S
ister C

arrie

研
究

│C
arolin

e M
eeber

と
い
う
女
性 

久
保　

愛
美

T
h

e B
lu

est E
ye

研
究

│
な
ぜ
ピ
コ
ー
ラ
は
精
神
破
壊
し
た
の
か
│ 

小
林　
　

愛

T
h

e W
izard

 of O
z

研
究 

齋
藤　
　

涼

A
n

gela C
arter’s B

ook of Fairy T
ales T

h
e B

loody 

C
h

am
ber an

d O
th

er S
tories

A
n

gela C
arter

が
表
わ
す
お
と
ぎ
話
の
母
親
像

 

志
奥　

由
佳
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T
h

e S
tory of an

 A
frican

 Farm

研
究

〜
社
会
化
さ
れ
た
性
と
リ
ン
ダ
ル
の
最
後
〜 

對
間　

凌
子

T
h

e C
olor P

u
rple

研
究　

セ
リ
ー
に
と
っ
て
の
愛
と
は

 

寺
田　

衣
里

L
.M

.M
on

tgom
ery

のA
n

n
e of G

reen
 G

ables

研
究

 

中
島　

佳
美

英
語
教
育
に
お
け
る
文
学
の
活
用
に
関
す
る
研
究

 

仲
田　

麻
希

L
ittle W

om
en

研
究

│
子
の
成
長
に
お
け
る
心
の
貧
困
と
豊
か
さ 

西
田　

理
代

T
he Strange C

ase of D
r. Jekyll and M

r. H
yde

研
究

│
ジ
キ
ル
博
士
は
な
ぜ
善
と
悪
の
分
立
に
失
敗
し
た
の
か
│

 

西
野　
　

綾
B

lack B
oy

研
究
〜
ラ
イ
ト
が
南
部
で
の
生
活
で
気
付
い

た
こ
と
〜 

西
光　

希
翔

A
lice’s A

dven
tu

res in
 W

on
derlan

d

とT
h

rou
gh

 

th
e L

ookin
g-G

lass an
d W

h
at A

lice F
ou

n
d 

T
h

ere

研
究

〜
こ
と
ば
遊
び
と
論
理
遊
び
〜 

西
村
奈
菜
子

Joseph
a S

h
erm

an

のW
orld F

olklore for 

S
torytellers

研
究 

林　
　

実
優

U
n

cle T
om

’s C
abin

 

研
究 

増
田　

彩
花

A
 S

tu
dy of F

ran
cis J. C

h
ild’s T

h
e E

n
glish

 an
d

 

S
cottish

 P
opu

lar B
allad

s 

山
﨑　
　

遼

T
h

e S
carlet L

etter

研
究

│
人
間
に
と
っ
て
の
罰
と
は
│ 

山
田　

早
織

T
h

e A
d

ven
tu

res of H
u

ckleberry F
in

n

研
究

 

山
本　

結
以

A
cceptability of E

n
glish

 P
ron

u
n

ciation
 by th

e 

Japan
ese 

岡
田　

啓
太

tough

構
文
及
び
、
そ
れ
に
類
似
す
る
構
文
の
比
較
と
分
析

 

伊
賀
上
太
郎

移
動
表
現
に
関
す
る
考
察

〜com
e

とgo

を
中
心
に
〜 

狩
野　

寛
企

名
詞
転
換
動
詞
に
お
け
る
意
味
拡
張
と
語
彙
的
従
属
化

 

木
内
み
さ
き

否
定
接
辞
の
意
味
と
構
造 

島
田　

大
武

助
動
詞
と
そ
の
適
切
な
使
用
法 

霜
山　

雄
也

A
 S

yn
tactic A

n
alysis of T

en
se an

d A
spect in

 

E
n

glish
 

豊
田　

大
輔

受
動
文
に
お
け
る
動
詞
の
制
約
に
つ
い
て 

中
島
康
太
郎

助
動
詞
とn

ot

の
位
置
関
係
に
つ
い
て 

仲
田　
　

潤

定
冠
詞
と
不
定
冠
詞
の
違
い 

西
辻　

愛
美

多
重w

h

疑
問
文
の
可
能
性 

橋
本　

伸
二

英
語
に
お
け
る
性
差
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

 

土
海　

綾
子

冠
詞
の
働
き

│
認
知
フ
レ
ー
ム
に
つ
い
て 

藤
村　

真
也

日
本
人
に
よ
る
Ｌ
２
と
し
て
の
英
語
習
得
に
お
け
る
課
題

と
効
率
的
な
学
習
方
法 

真
鍋
香
菜
子

関
係
節
と
定
・
不
定
冠
詞
に
お
け
る
統
語
構
造
と
意
味
解
釈

 

依
田　

拓
己

A
 S

tu
dy of P

reposition
s 

磯
村　

光
司

T
h

at

節
を
も
ち
い
た
仮
定
法
の
用
法
に
つ
い
て

 

中
塚　

友
翔

C
.S.L

ew
is

の
『
ナ
ル
ニ
ア
国
物
語
』
に
つ
い
て

│L
u

cy 

と E
dm

u
n

d 

の
成
長
を
め
ぐ
っ
て
│ 

松
永
光
香
子

日
本
史
学
専
攻

雄
略
朝
の
対
氏
族
支
配

│
吉
備
氏
・
葛
城
氏
を
中
心
に
│ 

原　
　

珠
実

平
安
女
性
貴
族
の
教
養
と
文
学
作
品 

加
納　

範
和

院
近
臣
の
政
治
的
動
向 

植
田　

佳
純

保
元
新
制

│
そ
の
実
効
性
に
つ
い
て
│ 

勝
本　

靖
啓

中
世
熊
野
詣
の
布
施 

越
村　

朱
華

天
神
信
仰
の
成
立
と
拡
大
に
つ
い
て
の
考
察 

野
村　

大
樹

中
世
に
お
け
る
芸
能
集
団
の
社
会
的
地
位

│
白
拍
子
を
中
心
に
│ 

永
田　

陽
介

豊
臣
秀
吉
と
聚
楽
第 

樫
岡　

祐
己

織
田
信
長
と
京
都

〜
本
能
寺
の
変
に
至
る
ま
で
〜 

安
宅　

夕
紀

中
世
大
徳
寺
の
組
織
と
経
営

│
塔
頭
如
意
庵
を
例
に
│ 

稲
垣　

伸
一

中
世
の
葬
法
と
三
昧
聖 

小
椋　

光
真

信
長
政
権
の
都
市
政
策

│
楽
市
令
の
分
析
を
通
じ
て
│ 

國
枝　

雅
史

中
世
興
福
寺
と
非
人
・
芸
能
民 

高
坂　
　

育

中
世
女
性
の
労
働 

サ
ガ
ラ
里
奈

三
好
政
権
の
権
力
構
造 

下
村　

雄
太

中
世
伊
勢
大
湊
の
都
市
構
造 

竹
内　
　

峻

中
世
後
期
に
お
け
る
店
の
営
業
・
販
売 

則
武　

宏
治
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中
世
後
期
に
お
け
る
日
葡
関
係
の
形
成

│
日
葡
明
、
三
カ
国
の
関
係
か
ら
│ 

古
田　

裕
哉

中
世
の
権
力
と
動
物

│
馬
と
鷹
の
贈
答
を
中
心
に
│ 

堀
之
内　

寛

中
世
後
期
の
出
産
儀
礼

│
武
家
を
中
心
に
│ 

箕
輪　

真
純

一
遍
と
被
差
別
民　

一
遍
聖
絵
を
見
て 

山
下　

功
陽

中
世
の
飢
饉 

渡
邊　

敬
介

豊
臣
政
権
と
京
都
の
寺
社
勢
力 

平
林　

寛
子

江
戸
と
囲
碁 

遠
藤　

竜
志

長
谷
川
平
蔵
の
実
像
と
時
代

│
『
よ
し
の
冊
子
』
を
中
心
と
し
て
│ 
深
見　

憲
行

近
世
に
お
け
る
弓
術
の
諸
相 

鈴
木　
　

翔

十
八
世
紀
に
お
け
る
博
物
学
の
流
行
に
関
す
る
一
考
察

│
平
賀
源
内
と
木
村
蒹
葭
堂
を
中
心
に 

石
尾　

有
望

近
世
八
景
に
関
す
る
一
考
察

│
名
所
化
の
歴
史
的
背
景
を
巡
り
│ 

金
原　

俊
介

赤
穂
事
件
に
み
る
近
世
日
本
人
の
道
徳
的
倫
理
観

 

岸
田　

好
貴

近
世
部
落
に
関
す
る
研
究

│
京
都
の
部
落
を
中
心
に
│ 

小
林　

朋
代

江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
女
性
の
髪
形
に
関
す
る
一
考
察

│
「
日
本
な
ら
で
は
」
の
美
し
さ
と
は
何
か
│ 

佐
々
木　

佳

近
世
中
期
に
お
け
る
庚
申
信
仰
の
展
開
と
宗
教
政
策

│
武
蔵
国
榛
澤
郡
を
中
心
に
│ 

中
西　
　

覚

近
世
の
相
撲

│
勧
進
相
撲
に
つ
い
て
│ 

長
谷
川
正
和

撰
銭
研
究
の
再
考
察 

古
野
光
太
郎

中
山
み
き
の
思
想

│
講
に
お
け
る
伝
播
│ 

松
永　

理
仁

近
世
に
お
け
る
宇
治
茶
と
上
林
家 

渡
部　

仁
美

制
服
に
込
め
ら
れ
た
夢

│
着
用
者
・
雑
誌
か
ら
見
る
制
服
の
価
値
の
変
容
│

 

岡
嵜　

千
秋

第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
み
る
京
都
観 

藤
﨑
麻
委
子

た
ぎ
る
欲
望
を
ロ
マ
ン
に
変
え
て

│
70
〜
80
年
代
に
み
る
人
々
の
性
的
嗜
好
と
ロ
マ
ン
ポ
ル
ノ
│

 

渡
邉　

治
恵

観
光
目
的
と
し
て
の
文
化
財

│
京
都
の
場
合
│ 

貝
辻　

愛
美

和
風
建
築
物
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
神
話　

広
島
城
天
守
閣
を

例
に 

酒
井　

英
明

昭
和
40
年
代
の
都
市
銀
行
再
編
と
企
業
集
団

│
第
一
銀
行
の
事
例
を
中
心
に
│ 

野
澤　

和
生

本
に
巻
か
れ
煙
に
巻
か
れ
て

│
本
の
帯
史
概
論
│ 

藤
村　

友
弥

立
憲
主
義
下
に
お
け
る
国
体
論
の
展
開

│
上
杉
慎
吉
の
国
体
論
を
中
心
に
│ 

生
田　

幸
士

倉
田
百
三
に
お
け
る
思
想
転
回
の
問
題 

上
野　

晃
平

戦
後
日
本
に
お
け
る
戦
争
責
任
と
戦
争
の
記
憶
の
変
遷
に

つ
い
て 

小
田
嶋
光
太

初
期
紫
溟
会
の
国
権
主
義
に
関
す
る
一
考
察

│
紫
溟
雑
誌
を
中
心
に
│ 
甲
斐　

由
樹

戦
犯
裁
判
と
占
領
政
策
の
転
換 
柿
田　

史
雄

柳
条
湖
事
件
前
後
に
お
け
る
石
原
莞
爾
の
対
満
洲
戦
略

│
そ
の
転
換
点
を
中
心
に
│ 

久
保　

健
至

戦
時
下
の
旅
行
と
総
力
戦
体
制

│
雑
誌
『
旅
』
を
中
心
に
│ 

戸
井
田　

瞳

日
中
を
め
ぐ
る
歴
史
認
識
問
題 

德
田　

晃
大

重
光
葵
と
ア
ジ
ア
政
策

│
大
東
亜
会
議
を
中
心
に
│ 

土
井　

明
子

植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
兵
役

│
志
願
兵
制
度
と
徴
兵
制
度
の
連
続
性
に
つ
い
て 

野
間　

る
り

阪
急
沿
線
の
宅
地
開
発
か
ら
み
る
住
宅
の
洋
風
化

 

畠
澤
真
知
子

麻
生
久
の
労
働
運
動

│
青
年
期
の
内
面
を
中
心
に
│ 

平
井　

佑
亮

近
世
・
近
代
京
都
に
お
け
る
御
土
居
に
対
す
る
認
識

 

稲
熊
麻
梨
子

中
世
後
期
に
お
け
る
土
倉
方
・
納
銭
方
に
つ
い
て

 

及
川　

竣
平

楠
木
正
儀
の
政
治
的
動
向
に
つ
い
て 

笠
原　

憲
幸

中
世
禅
宗
の
興
隆
と
そ
の
要
因 

下
垣　

友
里

後
北
条
氏
に
お
け
る
支
城
領
制
の
機
能
と
そ
の
意
義

│
八
王
子
領
を
中
心
に
│ 

難
波　

直
希

織
田
信
長
の
「
天
下
」 

西
﨑　

正
成

信
長
期　

京
都
所
司
代
の
再
検
討 

西
田　

優
衣

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
山
野
開
発 

松
舘　

欣
也

信
長
期
に
お
け
る
公
武
関
係 

森　
　

裕
貴

毛
利
・
吉
川
・
小
早
川
家
中
に
お
け
る
官
途
状
及
び
加
冠
状

 

山
﨑　

良
輔

足
利
義
昭
御
所
の
京
都
に
お
け
る
意
義 

吉
村　

太
一

豊
後
大
友
氏
の
天
正
遣
欧
使
節
に
対
す
る
認
識 

桐
畑　

涼
平
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水
爆
実
験
と
映
画

│「
ゴ
ジ
ラ
」、「
第
五
福
竜
丸
」、「
Ｘ
年
後
」が
伝
え
る
も
の
│

 

池
　

紗
和

雛
形
本
か
ら
み
る
三
都
書
肆
と
地
方
絵
師
と
の
関
係

 

伊
藤　

愛
理

一
九
五
〇
年
以
降
の
松
尾
祭

〜
三
宮
社
を
中
心
に
〜 

大
路　

慎
二

満
州
に
お
け
る
相
撲
の
諸
相 

大
西　
　

優

製
靴
業
の
創
始
と
靴
職
人
の
労
働
運
動

│
西
村
勝
三
と
城
常
太
郎
を
中
心
に
│ 

蔵
田　

克
也

戦
前
期
の
樺
太
に
お
け
る
ス
キ
ー
の
展
開 
畑
口　

千
夏

戦
後
日
本
社
会
に
お
け
る
韓
国
大
衆
文
化
の
展
開

│
歌
を
中
心
に
│ 

藤
上　

優
美

戦
前
日
本
社
会
に
お
け
る
結
婚
と
優
生
学
の
展
開

 

南　
　

沙
織

イ
メ
ー
ジ
の
な
か
の
吉
野

│
そ
の
変
遷
と
背
景
│ 

岡
本　

知
里

阿
部
正
弘
の
政
治
手
法
に
つ
い
て 

吉
川　

貴
之

不
肖
な
が
ら
皇
室
中
の
一
人
な
る

│
朝
敵
と
な
っ
た
皇
族
北
白
川
宮
能
久
親
王
に
つ
い
て
│

 

髙
橋　
　

央

土
製
耳
飾
の
胎
土 

中
田　

憲
宏

岐
阜
県
西
部
の
突
帯
文
土
器 

安
藤　

雅
大

土
偶
の
出
土
状
況
か
ら
見
た
土
偶
祭
祀 

冨
田　

佳
織

縄
文
土
器
の
普
及
に
伴
う
立
地
変
化 

森　
　

文
香

中
部
高
地
に
お
け
る
縄
文
時
代
の
漁
網
錘 

山
本
亮
太
郎

家
形
埴
輪
の
研
究

│
付
属
装
飾
品
と
比
率
を
中
心
と
し
て
│ 

金
子　
　

岳

初
期
須
恵
器
の
研
究 

千
葉　

与
寛

横
穴
墓
の
成
立
と
展
開 

納
富　

太
郎

古
墳
の
周
濠
の
研
究 

番
場
杜
志
希

近
畿
地
方
に
お
け
る
弥
生
時
代
の
木
棺
に
つ
い
て

 

山
形　

依
代

京
焼
登
り
窯
の
実
態

〜
道
仙
化
学
製
陶
所
の
文
献
資
料
か
ら
〜 

高
木　

雄
大

須
恵
器
製
作
技
術
の
再
検
討

│
篠
窯
跡
群
の
蓋
坏
類
に
お
け
る
湿
台
使
用
の
可
能
性
│

 

大
木　

綾
子

陶
器
製
地
雷
薬
匡
の
考
古
学
的
研
究

〜
国
富
産
業
有
限
会
社
跡
採
集
遺
物
を
中
心
に
〜 

澤
田　

直
希

陶
器
製
手
榴
弾
の
研
究

│
配
備
と
廃
棄
の
視
点
か
ら
│ 

帖
地　

真
穂

京
都
中
近
世
の
井
戸
に
つ
い
て

│
災
害
考
古
学
の
視
点
か
ら
│ 

長
谷
川　

渚

須
恵
器
生
産
組
織
の
実
態

│
仰
木
遺
跡
を
題
材
と
し
て
│ 

東
口
茉
佑
子

近
代
友
禅
の
模
様
の
研
究

│
立
命
館
大
学
所
蔵
の
友
禅
図
案
の
表
と
裏
の
分
析
を
も
と
に
│

 

山
田
恵
里
奈

古
代
の
鉄
生
産
技
術

│
箱
形
炉
の
地
下
構
造
か
ら
み
た
地
域
性
│ 

山
本　

晃
平

須
恵
器
製
作
技
術
の
考
察

│
篠
窯
跡
群
に
お
け
る
須
恵
器
杯
蓋
端
部
の
制
作
技
術
の
変

化
を
中
心
に
│ 
𠮷
本　

優
里

東
洋
史
学
専
攻

「
牢
盆
」
の
解
釈
に
つ
い
て 

早
川　

博
人

『
山
海
経
』
の
編
纂
意
図
に
関
し
て 

阿
部　

拓
人

高
祖
功
臣
位
次
と
そ
の
実
態 

鈴
木　

一
平

史
書
に
見
え
る
晋
文
公
説
話
に
つ
い
て 

矢
野　

淳
一

漢
代
に
お
け
る
郵
書
逓
伝
に
つ
い
て 

楠
瀨　

真
穂

日
唐
関
係
に
お
け
る
遣
唐
使
の
政
治
制
度
的
貢
献

 

高
道　
　

航

李
林
甫
台
頭
の
過
程 

竹
谷
優
里
菜

中
国
古
代
に
お
け
る
遷
徙

│
そ
の
性
格
の
変
遷
に
つ
い
て
│ 

田
玉　

優
子

春
秋
時
代
の
祖
先
祭
祀
に
お
け
る
「
神
・
人
共
同
体
」
説

の
再
検
討 

服
部　

友
彦

秦
漢
時
代
に
お
け
る
刑
罰
制
度 

山
口　
　

塁

洪
仁
坤
か
ら
洪
秀
全
へ 

陶
山　

裕
之

明
代
に
於
け
る
倭
寇
に
つ
い
て 

小
山　

雄
大

鄭
和
の
南
海
遠
征
に
つ
い
て

〜
永
楽
帝
の
対
外
政
策
の
ス
ケ
ー
ル
〜 

石
塚　

菜
月

中
国
に
お
け
る
麺
の
起
源
と
そ
の
伝
播 

大
久
保
貴
将

金
代
・
漢
族
士
大
夫
層
の
学
問
の
継
承
に
つ
い
て

 

岡
﨑　

喬
太

中
国
近
世
民
事
訴
訟
史 

久
保
田
友
馬

チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
期
に
お
け
る
大
モ
ン
ゴ
ル
・
ウ
ル
ス
の

軍
事
的
戦
略

│
ホ
ラ
ズ
ム
遠
征
を
中
心
に
│ 

清
水　

翔
貴

中
国
に
お
け
る
西
洋
近
代
軍
事
学
の
影
響

│
軍
諮
府
か
ら
み
る
軍
隊
の
近
代
化
│ 

城
山
龍
太
郎
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北
宋
中
期
の
科
挙
改
革
を
め
ぐ
る
論
争 

谷
﨑　

祐
子

黒
旗
軍
、
フ
ラ
ン
ス
の
対
立
と
阮
朝

〜
大
南
寔
録
記
事
を
中
心
に
〜 

中
島　
　

崇

近
世
日
中
の
『
山
海
経
』
受
容
に
み
る
、
別
文
献
へ
の
図

版
引
用
事
情 

宮
嶋　

太
暉

中
国
明
代
王
朝
に
お
け
る
火
器
の
変
遷
と
そ
の
運
用

 

山
本　

泰
輔

宋
代
の
皇
帝
権
力
の
確
立
に
つ
い
て

〜
五
代
の
諸
政
策
・
風
潮
か
ら
み
る
〜 

吉
田　

健
人

『
清
史
稿
』
か
ら
み
た
駐
蔵
大
臣
の
役
割
に
つ
い
て

 
酒
井　

哲
彦

毛
沢
東
と
中
華
人
民
共
和
国
建
国 
小
泉　

雄
亮

「
経
済
開
放
政
策
」
が
も
た
ら
し
た
も
の

│
中
国
農
村
部
の
問
題
を
考
え
る
│ 

金
盛　

通
甫

中
国
証
券
市
場
史
と
経
済
発
展 

澤
野　

彰
大

日
中
戦
争
に
み
る
日
中
関
係 

塩
﨑　

貴
哉

安
重
根
に
つ
い
て 

田
村　
　

惇

領
土
問
題
か
ら
見
る
中
国
の
特
性
に
つ
い
て 

塚
本　

大
祐

香
港
返
還
と
「
香
港
人
」
に
つ
い
て 

土
屋　
　

龍

日
中
関
係
が
険
悪
に
な
っ
た
原
因
と
そ
の
諸
問
題

 

野
口　

侑
嗣

孫
文
は
ど
の
よ
う
に
し
て
革
命
家
に
な
っ
た
の
か

 

宮
本　

和
真

「
南
京
事
件
」
論
争
の
展
望 

吉
岡　

悠
馬

両
班
と
社
会
へ
の
影
響 

河
本
真
莉
奈

和
蕃
公
主
の
降
嫁 

田　

久
美

戊
戌
の
選
試
と
科
挙
再
開
に
見
る
元
朝
科
挙 

梶
井　
　

亮

中
国
社
会
と
総
力
戦
体
制
の
構
築 

松
田　
　

純

守
護
獣
と
し
て
の
獅
子
像

│
漢
代
か
ら
唐
代
ま
で
│ 

岩
田　
　

茜

後
漢
末
五
斗
米
道
教
団
の
特
質 

塚
越　

愛
子

唐
代
女
性
の
服
飾

│
開
元
・
天
宝
年
間
に
見
ら
れ
る
流
行
と
変
遷
│ 

土
居　

果
穂

明
清
に
お
け
る
女
性
の
在
り
方
と
女
性
の
社
会
進
出

│
纏
足
文
化
を
中
心
に
│ 

平
尾
亜
由
美

唐
宋
の
茶
文
化

│
茶
道
の
源
流
を
探
る
│ 

藤
井　

紗
貴

西
洋
史
学
専
攻

貨
幣
で
見
る
古
代
イ
ン
ド
洋
貿
易

│
ロ
ー
マ
帝
政
初
期
を
中
心
と
し
て
│ 

南　
　

光
平

皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
2
世
時
代
の
シ
チ
リ
ア
王
国
の
支
配

体
制 

内
田　

明
衣

な
ぜ
、
ジ
プ
シ
ー
は
差
別
さ
れ
た
の
か 

戸
口　

竜
馬

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
伝
説
化
に
見
る
東
西
文
化
の

交
流 

三
井　

智
絵

第
二
次
ポ
エ
ニ
戦
争
期
に
お
け
る
ロ
ー
マ
の
施
策

│
カ
ル
タ
ゴ
を
打
ち
破
れ
た
の
は
な
ぜ
か
│ 

相
田　

将
大

古
代
ア
テ
ナ
イ
に
お
け
る
市
民
の
政
治
参
加 

上
田　

天
士

9
世
紀
イ
タ
リ
ア
半
島
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
キ
リ

ス
ト
教
徒
の
関
係

│
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
２
世
を
め
ぐ
っ
て
│ 
後　
　

由
輝

ア
メ
ン
ホ
テ
プ
3
世
と
ア
ク
エ
ン
ア
テ
ン
の
間
の
共
同
統
治

 

大
河　

賢
人

地
中
海
世
界
の
中
庭
住
宅
に
関
す
る
考
察

│
イ
ス
ラ
ム
文
化
の
影
響
力
を
め
ぐ
っ
て
│ 

扇
田　

美
穂

イ
ス
ラ
ム
世
界
の
近
代
化
と
西
洋
思
想

│
新
オ
ス
マ
ン
人
の
主
張
を
中
心
に
│ 

沖
野　
　

梓

共
和
政
期
ロ
ー
マ
に
お
け
る
「
支
配
」
と
は

│
周
縁
地
域
と
の
関
係
性
か
ら
│ 

鈴
木　

弘
明

古
代
エ
ジ
プ
ト
新
王
国
第
18
王
朝
時
代
の
ア
マ
ル
ナ
美
術

に
つ
い
て 

高
山　
　

遥

12
〜
13
世
紀
の
シ
チ
リ
ア
王
国
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒

の
消
滅
を
め
ぐ
っ
て 

中
垣　
　

遥

共
和
政
ロ
ー
マ
の
政
治
と
剣
闘
士
競
技 

中
西　

弘
樹

共
和
政
期
ロ
ー
マ
の
植
民
市
政
策

│
対
サ
ム
ニ
ウ
ム
人
の
植
民
市
建
設
を
中
心
に
│ 

富
士　

貴
央

魔
女
の
イ
メ
ー
ジ
の
創
出
と
変
容
に
つ
い
て　

キ
リ
ス
ト

教
の
悪
魔
学
に
よ
る
影
響 

吉
田　

晴
輝

ロ
ン
ド
ン
大
火
と
そ
の
再
建
に
お
け
る
王
権
と
シ
テ
ィ
の

対
立

│
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
両
市
民
革
命
間
に
見
ら
れ
る
市
民
の

反
王
権
の
発
露
│ 

石
原　
　

瑛

中
世
西
欧
世
界
に
お
け
る
色
彩
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷

│
「
青
」
と
「
黒
」
の
隆
盛
と
合
一
│ 

山
下　

大
輔

大
航
海
時
代
に
お
け
る
航
海
伝
説
と
ス
ペ
イ
ン
人
の
イ
ン

デ
ィ
オ
に
対
す
る
意
識
の
変
化 

山
田　
　

頌

エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
民
衆
の
信
仰

│
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
戯
曲
を
通
し
て
│ 

清
滝　

麻
梨

中
世
の
キ
リ
ス
ト
教
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

 

森　

あ
ず
さ
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ス
ペ
イ
ン
人
征
服
者
に
対
す
る
イ
ン
デ
ィ
オ
た
ち
の
抵
抗

 

森
川　

理
沙

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
け
る
メ
デ
ィ
チ
家
支
配
の
確
立

│
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
利
用
│ 

森
下　
　

愛

聖
母
マ
リ
ア
信
仰
と
そ
の
イ
メ
ー
ジ 

髙
橋
か
お
る

幸
福
の
形
と
し
て
の
子
ど
も
願
望　

現
代
ド
イ
ツ
の
場
合

 

山
本　

菜
月

19
世
紀
に
お
け
る
病
の
扱
い 

志
村　

朋
樹

ア
メ
リ
カ
の
芸
術
政
策
か
ら
見
る
、
日
本
の
芸
術
政
策
の

あ
り
方 

藤
井　

正
輝

民
族
的
ド
イ
ツ
人
か
ら
見
る
ド
イ
ツ
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
変
遷 
北
村　

易
子

統
合
教
育
か
ら
見
る
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
帰
属
意
識

 

後
藤　
　

瞳

エ
ス
ト
ニ
ア
・
ラ
ト
ビ
ア
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

と
民
族
問
題
に
つ
い
て 

澤
山　

竣
太

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
と
戦
後
の
記
憶
形
成

〜
第
一
次
世
界
大
戦
の
経
験
を
通
し
て
〜 

丹
田　

美
秋

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
愛
国
主
義
と
ロ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム　

ス
タ
ー
リ
ン
期
ソ
連
の
教
育
政
策
か
ら
考
え
る

 

朝
長　

大
裕

チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
長
期
化
の
理
由
と
民
衆
心
理

 

平
野　

沙
織

言
語
か
ら
見
た
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
紛
争

│
セ
ル
ビ
ア
・
ク
ロ
ア
チ
ア
語
を
事
例
に
│ 

牧
野　

成
明

現
代
イ
タ
リ
ア
の
政
治
と
歴
史
修
正
主
義 

安
室　

純
平

19
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
自
由
貿
易
か
ら
考
え
る
食
の
商
品
化

 

山
本　

紗
弓

身
分
と
名
誉
の
帝
国

〜
非
人
種
的
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
で
見
た
イ
ギ
リ
ス
帝
国
と
そ
の

解
体
〜 

冨
田　

惇
大

ア
ル
ザ
ス
と
国
民
意
識 

宮
下　

裕
輔

フ
ラ
ン
ス
植
民
地
主
義
と
絵
画

│
20
世
紀
初
頭
の
異
文
化
の
影
響
か
ら
│ 

青
木
ま
り
の

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
と
家
庭
の
美
学 

枝　
　

温
子

個
人
化
社
会
の
原
点

│
戦
後
ド
イ
ツ
を
通
し
て
│ 

大
庭　

一
也

ホ
ガ
ー
ス
と
18
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
差
別
問
題 

小
原　

美
奈

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
時
代
に
お
け
る
女
性
の
自
己
意
識
の
形
成

│
美
し
い
身
体
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
結
婚
│ 

髙
尾
英
莉
子

イ
タ
リ
ア
の
都
市
空
間
に
み
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

│
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
記
憶
│ 

濵
田
明
日
美

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
都
を
保
つ
パ
リ 

藤
岡　

千
香

ア
イ
ラ
・
ア
ル
ド
リ
ッ
ジ
と
シ
ド
ニ
ー
・
ポ
ワ
チ
エ

│
黒
人
俳
優
の
成
功
│ 

阿
部　

涼
子

ア
メ
リ
カ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
先
住
民
と
経
済

開
発
：
文
化
継
承
と
経
済
的
自
立
の
葛
藤 

戎
谷　

一
都

20
世
紀
ア
メ
リ
カ
・
カ
ジ
ュ
ア
ル
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
確

立
と
発
展 

岡
田　

昌
太

中
産
階
級
が
主
導
し
た
公
民
権
運
動
：
運
動
の
分
裂
と
そ

の
必
然
性
に
つ
い
て 

岡
田　
　

亮

ア
メ
リ
カ
映
画
に
み
る
黒
人
像
：
差
別
か
ら
自
由
へ

 
風
間　

彩
花

19
世
紀
〜
20
世
紀
に
お
け
る
英
仏
国
民
の
帝
国
意
識
の
形

成
と
万
国
博
覧
会 

鈴
木　
　

愛

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ア
ボ
リ
シ
ョ
ニ
ス
ト
の
活
動
と
思

想
：
イ
ギ
リ
ス
の
奴
隷
制
完
全
廃
止
を
受
け
て

 

成
子　

誠
至

現
在
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
の
社
会
的

な
位
置
づ
け
：
観
衆
を
通
し
て 

村　

駿
介

ア
メ
リ
カ
大
陸
に
お
け
る
奴
隷
の
労
働
と
生
活
：
17
、
18

世
紀
を
中
心
に 

森
本　

拓
希

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
制
度
・
思
想
と
し
て
の
民
兵
：
ア
メ

リ
カ
独
立
戦
争
の
特
殊
性
の
再
検
討 

山
本　
　

桂

20
世
紀　

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
の
衰

退
：
政
府
、
企
業
の
役
割
を
中
心
に 

山
本　

祐
揮

欧
州
テ
ン
サ
イ
糖
業
の
台
頭
と
ア
メ
リ
カ
・
キ
ュ
ー
バ
糖

業
の
変
容 

宮
村　

阿
騎

地
理
学
専
攻

若
狭
湾
に
お
け
る
津
波
被
害
の
可
能
性
と
そ
の
危
険
性

 

中
馬　

彰
彦

大
和
川
流
域
に
お
け
る
住
民
の
防
災
意
識
と
防
災
へ
の
取

組
み

│
藤
井
寺
市
小
山
地
区
の
水
害
を
事
例
に
│ 

内
本　

泰
輔

服
部
緑
地
に
お
け
る
気
温
特
性

│
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
特
性
を
中
心
に
│ 

荻
野　

誠
也

観
光
地
化
が
及
ぼ
す
旧
宿
場
町
へ
の
影
響

〜
亀
山
市
関
宿
を
事
例
と
し
て
〜 

高
橋
友
佳
子

京
都
府
亀
岡
市
保
津
町
に
お
け
る
水
害
へ
の
対
応

 

田
苗
龍
之
介
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整
備
新
幹
線
開
通
に
よ
っ
て
生
じ
る
影
響
の
地
域
差

│
東
北
新
幹
線
（
盛
岡
〜
新
青
森
）、
九
州
新
幹
線
（
博
多
〜

鹿
児
島
中
央
）
を
事
例
に
│ 

長
澤　

史
典

東
海
三
県
に
お
け
る
冬
の
地
上
風
系

│
気
圧
配
置
と
地
形
に
関
連
し
て
│ 

濱
島　

優
大

都
市
化
の
過
程
と
水
害
危
険
区
域
の
変
化

│
京
都
市
山
科
区
を
事
例
に
│ 

平
田　

和
成

淀
川
水
系
の
三
川
合
流
域
周
辺
に
お
け
る
土
地
利
用
と
住

民
意
識 

山
中　

知
怜

寝
屋
川
せ
せ
ら
ぎ
公
園
の
利
用
実
態
と
評
価
に
関
す
る
研
究

 
山
本　

崇
弘

治
水
整
備
の
進
展
に
伴
い
生
じ
る
住
民
意
識
の
変
化

│
京
都
府
・
由
良
川
流
域
を
事
例
に
│ 

渡
邉　

和
也

産
業
拡
大
に
よ
る
地
域
開
発

│
滋
賀
県
甲
賀
地
域
を
事
例
に
│ 

土
谷　

優
介

近
畿
日
本
鉄
道
に
お
け
る
駅
ナ
カ
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開

│
大
和
西
大
寺
駅
を
事
例
と
し
て
│ 

岩
本　

真
帆

札
幌
都
市
圏
に
お
け
る
食
料
品
製
造
業
の
立
地
展
開

│
全
国
上
場
企
業
を
事
例
と
し
て
│ 

鈴
木　

悠
志

大
阪
府
東
部
の
産
業
集
積
に
つ
い
て

│
東
大
阪
・
八
尾
を
事
例
に
│ 

藤
田　

駿
一

長
崎
県
諫
早
市
に
お
け
る
市
街
地
の
再
生
に
つ
い
て

│
「
改
正
ま
ち
づ
く
り
三
法
」
の
運
用
に
基
づ
く
考
察
│

 

本
多　

俊
介

企
業
の
意
向
が
地
域
に
与
え
る
影
響

│
三
重
県
亀
山
市
を
事
例
に
│ 

村
井　

有
沙

集
約
型
都
市
構
造
を
用
い
た
都
市
再
開
発
計
画
に
関
す
る

一
考
察

│
富
山
県
富
山
市
を
事
例
に
│ 

村
本
孝
太
郎

古
都
京
都
に
お
け
る
伝
統
織
物
産
業
の
変
化
と
ま
ち
並
み

の
変
化
か
ら
み
る
考
察

│
西
陣
織
を
中
心
に
│ 

山
本　

瑛
介

テ
ー
マ
パ
ー
ク
へ
の
経
営
戦
略
と
可
能
性

〜
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
を
中
心
に
〜 

安
山　

豪
士

京
都
市
北
部
に
お
け
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象

 

國
原　

悠
也

京
都
・
新
京
極
商
店
街
の
性
格
の
変
化 

関
根　

一
子

現
代
に
お
け
る
京
都
市
の
学
校
統
廃
合
と
地
域
の
関
わ
り

 

勝
部　

順
也

自
治
体
が
供
給
す
る
バ
ス
交
通
の
実
態
に
つ
い
て

│
鹿
児
島
県
姶
良
市
を
事
例
と
し
て
│ 

田
中　

孝
輔

都
市
郊
外
の
里
山
に
お
け
る
耕
作
放
棄
地
の
景
観
生
態
学

的
研
究

│
大
阪
府
茨
木
市
北
部
を
事
例
と
し
て
│ 

中
三
川
洸
太

都
市
部
に
お
け
る
葬
儀
業
者
の
立
地
展
開
と
展
望

│
千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
を
事
例
に
│ 

三
上　

昌
展

立
命
館
大
学
生
の
就
職
の
地
理
学
的
特
性

│
甲
南
大
学
と
の
比
較
│ 

山
室　

貴
紀

八
ッ
場
ダ
ム
開
発
に
お
け
る
川
原
湯
地
区
の
今
後
の
展
望

 

横
田　
　

惇

深
夜
に
お
け
る
不
良
行
為
青
少
年
の
活
動
傾
向

〜
首
都
圏
郊
外
地
域
を
事
例
と
し
て
〜 
吉
田　

賢
秀

日
本
の
宗
教
地
理
学
概
略
、
お
よ
び
京
都
市
内
に
お
け
る

宗
教
施
設
立
地
の
傾
向 

山
路
奈
々
子

西
陣
地
域
に
お
け
る
瓦
鍾
馗
の
分
布
及
び
地
域
性
に
関
す

る
考
察 

浅
野　

樹
理

京
都
府
の
ご
み
排
出
に
み
ら
れ
る
地
域
間
差
異 

齋　
　

紀
彦

那
覇
市
識
名
霊
園
周
辺
に
お
け
る
墓
地
の
形
成
過
程

 

岡
本　

啓
介

新
聞
記
事
に
基
づ
い
た
大
阪
府
に
お
け
る
地
域
防
犯
活
動

の
特
性

│
一
九
八
五
年
以
降
の
朝
日
新
聞
の
記
事
を
対
象
に
│

 

桶
谷　

裕
樹

小
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
福
祉
活
動
の
地
域
間
差
異
の
検
証

│
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
需
給
空
間
」
と
し
て
の
京
都
市
元
学
区

単
位
に
着
目
し
て
│ 

坂
田　

晃
彦

立
命
館
大
学
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
に
お
け
る
学
生
の
交

通
事
故
リ
ス
ク
認
知 

惣
谷　
　

清

観
光
情
報
サ
イ
ン
の
設
置
状
況
と
情
報
提
供
に
関
す
る
考
察

│
京
都
市
祇
園
・
嵐
山
地
区
を
対
象
に
│ 

田
中　

翔
子

教
育
と
社
会
環
境
の
関
係
性

│
学
力
・
体
力
調
査
か
ら
見
る
地
域
間
格
差
│ 

德
田　

周
五

京
都
市
に
お
け
る
精
神
科
病
院
・
診
療
所
と
臨
床
心
理
士

オ
フ
ィ
ス
の
立
地 

長
井
奈
津
美

放
置
自
転
車
に
対
す
る
駐
輪
場
施
設
の
効
果
と
課
題

 

細
川　

隆
正

大
阪
府
松
原
市
に
お
け
る
自
転
車
交
通
事
故
の
空
間
分
析

 

増
田　

有
紀

日
本
に
お
け
る
国
内
航
空
旅
客
の
流
動
と
そ
の
変
化

 

水
野
公
美
子

都
市
情
報
誌
に
み
る
都
市
開
発
と
商
業
エ
リ
ア
の
変
容

│
福
岡
市
天
神
・
博
多
地
区
を
例
と
し
て
│ 

山
村　

未
央
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信
者
集
団
と
檀
家
制
度
の
変
遷
に
つ
い
て 

三
好　

億
人

三
重
県
伊
賀
市
旧
阿
山
町
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
よ
る
農
村
振
興

│
伊
賀
の
里
モ
ク
モ
ク
手
づ
く
り
フ
ァ
ー
ム
を
事
例
に
│

 

安
倍　

雅
人

京
都
の
観
光

│
京
阪
四
条
駅
と
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
を
事
例
と
し
て
│ 

安
野　

峻
也

道
の
駅
に
お
け
る
地
域
振
興
の
展
開
と
比
較　

滋
賀
県
道

の
駅
「
あ
い
の
土
山
」
を
例
に
し
て 

井
澤　

健
人

社
会
変
容
と
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
関
す
る
一
考
察

│
神
戸
市
中
央
区
周
辺
を
事
例
に
│ 
岩
崎　

浩
二

無
人
農
産
物
直
売
所
の
実
態
と
消
費
者
ニ
ー
ズ
：

│
京
都
市
右
京
区
北
嵯
峨
地
域
を
事
例
に
│ 

岡
本　

拓
也

フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
閉
園
後
に
お
け
る
観
光
都
市
と
し
て

の
変
化
と
今
後
の
課
題

〜
宝
塚
市
を
事
例
と
し
て
〜 

小
森　

彩
花

京
都
府
南
丹
市
旧
美
山
町
に
お
け
る
住
民
の
高
齢
化
問
題

と
そ
の
対
応
に
関
す
る
考
察 

坂
田　

博
昭

限
界
集
落
の
現
状
と
住
民
の
生
活

│
京
都
府
南
丹
市
旧
日
吉
町
域
牧
山
地
区
を
例
と
し
て
│

 

佐
藤　

圭
亮

地
場
産
業
が
地
域
に
及
ぼ
す
影
響
の
変
化
に
つ
い
て

│
兵
庫
県
た
つ
の
市
の
素
麺
業
を
事
例
に
│ 

中
村　

英
継

愛
媛
県
今
治
市
に
お
け
る
タ
オ
ル
製
造
業
の
地
理
学
的
研
究

 

西
原
由
香
里

観
光
地
化
に
よ
る
土
地
利
用
の
変
化
と
観
光
客
数
の
動

向
・
傾
向
に
つ
い
て

│
嵐
山
商
店
街
地
域
を
事
例
に
し
て
│ 

濱
田　
　

薫

大
阪
府
泉
州
地
域
に
お
け
る
「
食
」
振
興
の
可
能
性

│
漁
業
・
漁
港
の
取
り
組
み
を
事
例
に
し
て
│ 

三
宅　

脩
斗

京
都
に
お
け
る
観
光
イ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
考
察
小
説
の
分

析
と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に
し
て 

横
田　

智
也

温
泉
地
の
形
成
過
程
と
現
状

│
長
野
県
湯
田
中
渋
温
泉
郷
を
対
象
に
│ 

井
川
理
一
郎

京
都
市
北
山
通
に
お
け
る
地
域
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
と
地
域

変
容 

尾
崎　

景
子

観
光
情
報
誌
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
と
そ
の
変
容

│
神
戸
市
中
央
区
ベ
イ
エ
リ
ア
の
事
例
│ 

河
合　

有
紀

観
光
情
報
誌
か
ら
み
た
観
光
客
の
行
動
と
名
所
の
変
遷

│
京
都
市
金
閣
寺
周
辺
を
事
例
と
し
て
│ 

土
屋　

尚
子

歯
科
診
療
所
の
立
地
パ
タ
ー
ン
の
変
化

│
滋
賀
県
湖
南
・
甲
賀
エ
リ
ア
を
事
例
と
し
て
│ 

壷
内　

美
希

特
性
を
活
か
し
た
道
の
駅
の
存
続
と
展
望

│
亀
岡
市
「
ガ
レ
リ
ア
か
め
お
か
」
を
事
例
と
し
て
│

 

中
村
友
紀
恵

リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
発
展
と
展
望

〜
和
歌
山
市
マ
リ
ー
ナ
シ
テ
ィ
を
事
例
と
し
て
〜 

西
村　

真
実

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰
に
よ
る
地
域
の
変
容

│
豊
岡
市
に
お
け
る
自
然
共
生
社
会
へ
の
取
り
組
み
│

 

村
上　
　

宝

地
域
博
物
館
と
し
て
の
丹
波
マ
ン
ガ
ン
記
念
館

 

全　

ボ
ラ
ム

「
京
都
」
を
め
ぐ
る
支
配
と
土
着
の
空
間

│
近
代
期
に
お
け
る
西
陣
と
岡
崎
を
通
し
て
│ 
中
川　

祐
希

駐
輪
施
設
の
構
成
要
素
と
路
上
駐
輪
自
転
車
の
関
連
性

 

藤
井　

良
平

名
古
屋
市
中
心
市
街
地
に
お
け
る
百
貨
店
の
店
舗
特
性

 

安
藤　
　

香

高
齢
化
す
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
お
け
る
福
祉
施
設
の
在
り
方

│
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
事
例
と
し
て
│ 

石
川　

隆
寛

体
験
教
育
旅
行
に
お
け
る
観
光
教
育
の
可
能
性

│
飯
田
市
を
事
例
と
し
て
│ 

荻
巢　

里
菜

住
民
の
高
齢
化
に
伴
う
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
医
療
施
設
の
変
化

│
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
事
例
と
し
て
│ 

奥
村　

千
識

京
都
市
中
心
部
に
お
け
る
中
高
層
住
宅
の
複
合
用
途
化

 

尾
島　

雄
太

京
都
市
に
お
け
る
夜
の
イ
ベ
ン
ト
の
広
が
り 

鍵
田
紗
保
吏

京
都
市
に
お
け
る
金
融
機
関
の
店
舗
立
地 

金
澤　

魅
咲

大
阪
ベ
イ
エ
リ
ア
を
中
心
と
し
た
観
光
行
動
に
関
す
る
考
察

 

川
口　

裕
之

幸
福
度
指
標
か
ら
み
る
近
畿
二
府
四
県 

外
山　
　

優

京
都
市
西
京
区
に
お
け
る
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
型
店
舗
の
立
地

展
開 

松
井　

洸
仁

道
後
温
泉
に
お
け
る
建
築
物
の
色
彩
か
ら
み
た
景
観
特
性

 

村
上　

恵
梨

和
歌
山
電
鐵
貴
志
駅
に
お
け
る
観
光
客
の
回
遊
行
動
か
ら

み
た
赤
字
鉄
道
の
再
生 

薮
上　

功
祐

観
光
客
満
足
度
を
考
慮
し
た
観
光
交
通
処
理
の
方
策

〜
奈
良
県
奈
良
市
を
事
例
に
〜 

吉
原　

大
介

居
住
形
態
に
着
目
し
た
東
京
都
文
京
区
に
お
け
る
人
口
動
態

 

馬
場　

隆
輔

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
展
開
と
地
域
農
業
振
興 

池
田　
　

準

阪
神
淡
路
大
震
災
後
の
神
戸
市
営
住
宅
に
お
け
る
居
住
者

特
性
の
変
化 

金
澤
祥
一
朗
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京
都
市
内
に
お
け
る
商
店
街
の
動
向
と
盛
衰 

金
丸
さ
お
り

京
都
市
に
お
け
る
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
の
立
地
展
開 

川
畑　

大
輔

駅
前
再
開
発
に
よ
る
中
心
商
業
地
の
空
間
変
化

│
大
阪
府
高
槻
市
を
例
に
│ 

貴
志　

大
輔

京
都
市
に
お
け
る
学
生
ア
パ
ー
ト
の
家
賃
の
決
定
要
因

 

髙
橋　
　

朗

低
廉
宿
泊
施
設
の
立
地
と
開
業
に
至
る
意
思
決
定
過
程　

│
京
都
市
を
事
例
に
│ 

永
田　
　

匠

テ
ナ
ン
ト
の
傾
向
か
ら
み
た
店
舗
特
性
と
そ
の
周
辺
環
境

と
の
関
係
に
つ
い
て

│
イ
オ
ン
モ
ー
ル
を
事
例
と
し
て
│ 
西
田　

大
地

松
山
市
周
辺
に
お
け
る
交
通
と
都
市
構
造
の
関
係

 

藤
岡　

貞
之

福
岡
市
中
央
区
に
お
け
る
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
の
立
地
お
よ

び
そ
の
評
価 

安
丸　

慎
吾

自
動
車
交
通
流
か
ら
み
た
金
沢
都
市
圏
の
機
能
地
域
構
造

 

山
田　

大
立

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

自
己
愛
の
表
象

│
タ
マ
ラ
・
ド
・
レ
ン
ピ
ッ
カ
の
作
品
か
ら
│ 

植
田　

日
和

青
の
美
術

│
特
に
絵
画
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
│ 

林　
　

由
布

16
世
紀
頃
の
北
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
風
景
画
に
つ
い
て

 

松
下　

静
香

絵
画
に
お
い
て
の
聖
母
マ
リ
ア

│
受
胎
告
知
か
ら
戴
冠
│ 

山
本
恵
莉
華

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ポ
ッ
プ
ス
の
内
容
的
傾
向 

稲
本　

裕
太

若
者
言
葉
と
今
後
の
日
本
語 

穴
瀨　

俊
介

英
語
の
流
行
り
言
葉
と
そ
の
移
り
変
わ
り 

上
田　
　

樹

身
体
言
語 

上
田　

槙
子

チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重

要
性 

岡
田　
　

拓

日
韓
の
呼
称
比
較
か
ら
み
る
韓
国
文
化 

山
も
も
こ

ド
イ
ツ
人
は
な
ぜ
ヒ
ト
ラ
ー
を
支
持
し
た
か 

北
川
恵
利
香

『
千
と
千
尋
の
神
隠
し
』
か
ら
見
る
日
仏
の
言
語
と
文
化

 

小
南　

彩
香

剣
道
の
特
性
か
ら
み
る
言
語
の
使
用 

澤
田　

明
那

ユ
ー
モ
ア
の
効
能 

炭
田　

真
依

会
話
の
含
意 

髙
野　

萌
子

教
育
現
場
で
言
語
活
動
の
教
育
を
ど
の
よ
う
に
行
う
べ
き
か

│
現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
る
│

 

多
田　

良
生

日
本
語
の
移
り
変
わ
り

〜
若
者
言
葉
か
ら
み
る
日
本
語
〜 

太
森　

愛
美

四
季
が
日
本
の
色
名
や
配
色
に
与
え
た
影
響 

中
山　

莉
奈

移
り
ゆ
く
言
葉

〜
若
者
言
葉
、
２
ち
ゃ
ん
ね
る
語
な
ど
よ
り
〜 

長
野　

泰
介

外
来
語
と
し
て
の
あ
て
字
・
熟
字
訓
の
あ
り
方 

野
﨑　

里
奈

母
子
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の

関
連
性 

橋
本　

萌
加

若
者
言
葉
か
ら
考
え
る
日
本
語
の
こ
れ
か
ら 
林　

桂
惠
子

ハ
ワ
イ
語
か
ら
読
み
解
く
未
知
の
ハ
ワ
イ 
日
高　

早
稀

色
彩
語
の
日
本
と
世
界 

藤
戸　

彩
圭

『L
e petit prin

ce

』
と
『
星
の
王
子
さ
ま
』
か
ら
み
る

フ
ラ
ン
ス
語
と
日
本
語 

山
本　

恵
子

対
人
関
係
に
お
け
る
ノ
ン
バ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
重
要
性 

上
北　

彩
夏

カ
ナ
ダ
の
イ
マ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
見
る
バ
イ

リ
ン
ガ
リ
ズ
ム 

岩
井　
　

萌

小
説
は
語
る

│
ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ
ス
作
品
を
中
心
と
し
た
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
文
学
が
物
語
る
こ
と 

粟
津
小
百
合

日
本
の
動
物
園
の
存
在
意
義 

石
田　

知
子

子
ど
も
を
も
つ
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
の
社
会
的
思
想

 

田
中　

森
恵

私
の
麻
雀 

辻
本　

奈
央

多
角
的
な
視
点
か
ら
み
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

 

藤
田
み
さ
紀

「
障
害
」
に
よ
る
二
分
化
と
そ
の
境
界

│
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
を
手
が
か
り
と
し
て
│ 

山
本
將
二
朗

美
術
史
の
前
で

│
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
デ
ィ
デ
ィ
＝
ユ
ベ
ル
マ
ン
に
お
け
る
時
間

＝
イ
メ
ー
ジ
の
諸
相 

佐
藤
香
奈
穂

近
代
が
間
違
え
た
富
岡
鉄
斎
と
型
に
生
き
る
自
由

 

小
坂　

亮
介

化
粧
文
化
の
変
遷

│
日
本
を
中
心
に
│ 

飯
田　

圭
織

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
に
見
ら
れ
る
デ
ザ
イ
ン
の
変
遷

と
影
響 

小
澤　

瑞
佳

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
麒
麟
図
像
の
変
遷 

河
嶋　

茉
美
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ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
に
お
け
る
音
楽
の
効
果

 

木
村

里
奈

美
術
か
ら
辿
る
富
士
図
像 

三
宮
早
由
里

鳳
凰
像
と
朱
雀
像
の
混
合
に
お
け
る
一
考
察 

島
岡　

千
紘

さ
ま
ざ
ま
な
漫
画
か
ら
み
る
そ
の
変
遷 

庄
司　

昂
平

も
の
の
け
姫
か
ら
見
る
自
立
し
た
女
性 

菱
野　

睦
子

寿
司
に
つ
い
て　

そ
の
源
流
と
変
容 

山
本　

紗
織

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
に
お
け
る
視
覚
効
果

│
シ
ャ
フ
ト
制
作
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に
│ 

野
田　

千
晶

中
心
柱
窟
発
生
に
つ
い
て
の
一
考
察 

酒
井　

陽
子

軍
国
主
義
と
桜

〜
国
定
教
科
書
か
ら
の
考
察
〜 
因
幡
宗
太
郎

御
霊
信
仰
の
確
立
と
「
境
界
」
の
成
立

│
平
安
期
の
怨
霊
を
中
心
に
│ 

佐
藤
華
乃
重

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
描
い
た
ア
メ
リ
カ
南
部

│
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
オ
ハ
ラ
の
葬
儀
に
お
け
る
喪
失
と
語
り
│

 

佐
藤　

里
弥

イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
お
け
る
理
想
都
市
概
念
の

変
遷

│
軍
事
的
実
用
性
と
の
せ
め
ぎ
合
い
│ 

下
野
あ
ゆ
み

情
報
化
社
会
に
お
け
る
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス 

高
山　

将
大

現
代
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
戦
争
と
国
民

│
映
画
か
ら
観
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
国
民
意
識
│ 

竹
内　

亜
希

近
代
日
本
に
お
け
る
「
国
民
の
犬
」
の
創
成

│
軍
用
犬
を
中
心
に
│ 

渡
邉
夏
奈
子

冷
戦
期
の
核
兵
器
開
発
競
争
は
私
た
ち
に
何
を
も
た
ら
し

た
の
か 

末
次　

沙
織

マ
リ
ク
・
ア
ン
バ
ル
と
イ
ン
ド
洋
西
海
域
に
お
け
る
黒
人

奴
隷
交
易
に
つ
い
て 

池
澤　

叡
輔

日
本
に
お
け
る
音
楽
教
育
と
校
歌 

越
智　

祥
寛

Ｔ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
プ
レ
イ
風
景
を
対
象
と
し
た
研
究 

横
松　

士
昂

ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
け
る
文
学
の
可
能
性

│
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
と
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
│ 

花
城
美
和
子

「
表
具
」
が
担
う
役
割

│
掛
け
軸
に
つ
い
て
の
考
察
を
通
じ
て
│ 

奥
野　

祐
未

社
会
現
象
と
し
て
の
「
B’z
」 

伊
　

諄
也

日
常
の
音
環
境
へ
の
意
識 

植
田　

陽
子

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
戦
略 

清
瀧　

美
穂

現
実
と
ゲ
ー
ム
の
戦
争
の
歴
史
と
兵
器
の
関
連
性

 

瀬
古　

一
将

日
本
に
お
け
る
音
楽
大
学
の
意
義

〜
演
奏
家
育
成
機
関
と
し
て
の
機
能
〜 

辻
村　

菜
美

ナ
ー
ド
コ
ア
・
テ
ク
ノ

│
日
本
語
テ
ク
ノ
の
一
形
態
│ 

松
村　

隆
明

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
表
れ
る
音
楽
性
と
若
者
文
化 

水
巻　

良
太

音
楽
産
業
に
お
け
る
ラ
イ
ブ
や
野
外
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
重
要
性 

山
内　
　

周

エ
ド
ヴ
ァ
ル
ド
・
ム
ン
ク

│
そ
の
特
異
性
│ 

長
谷
川　

彩

カ
リ
ブ
に
お
け
る
抵
抗
の
ヒ
ー
ロ
ー
像
の
変
遷 

緑
川　

菜
々

イ
ギ
リ
ス
の
子
ど
も
観
と
絵
本
の
相
関
関
係 

荒
内　

美
咲

英
語
の
歴
史 
伊
東　

美
優

各
国
に
お
け
る
蜚

の
シ
ン
ボ
ル
的
立
場
の
考
察

 

下
賀　

志
人

ヘ
リ
オ
ガ
バ
ル
ス
帝
に
お
け
る
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー

 

作
間
あ
す
な

ま
ち
づ
く
り
が
イ
タ
リ
ア
都
市
に
も
た
ら
し
た
賑
わ
い

 

佐
々
木　

瞳

15
世
紀
か
ら
17
世
紀
に
お
け
る
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
貴
族

階
級
社
会
に
つ
い
て

│
貴
族
階
級
か
ら
み
る 

商
業
国
家
か
ら
文
化
国
家
へ
の
変
貌
│

 

清
水　
　

藍

美
術
作
品
に
お
け
る
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
表
現
の
変
遷
に
つ
い
て

 

野
田　
　

栞

ト
ル
コ
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
問
題

│
な
ぜ
Ｅ
Ｕ
は
ト
ル
コ
と
の
加
盟
交
渉
を
続
け
る
の
か
│

 

結
城　
　

咲

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ド
ー
ル
の
社
会
的
役
割 

村
瀬
み
ず
き

ス
ペ
イ
ン
と
闘
牛 

海
老
瀬
史
織

イ
ギ
リ
ス
の
オ
リ
エ
ン
タ
ル
幻
想

│
ア
ラ
ジ
ン
挿
絵
か
ら
み
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
眼
差
し
│

 

中
澤　
　

聡

国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

映
像
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
人
家
族　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の

表
象
を
と
お
し
て 

赤
堀
沙
利
香

ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
自
由
へ
の
道
の
り　

黒
人
音

楽
の
観
点
か
ら 

阿
部　

紗
弓

観
光
と
文
化　

楽
園
を
巡
る
考
察 

犬
飼　

智
尋

日
本
人
と
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ　

よ
り
豊
か
な
異
文

化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
て 

江
見
美
加
子



一
一
一

立
命
館
大
学
文
学
部
卒
業
論
文
題
目

293

「
平
等
」
の
先
に
開
か
れ
た
社
会　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け

る
女
性
の
社
会
進
出
を
め
ぐ
っ
て 

出
口　

智
美

日
本
人
と
英
語
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス　

憧
れ
と
劣
等
感
の
歴
史

 

内

理
沙
子

U
S

J vs. T
D

L

│
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
理
論
と
実
践
│ 

中
曽　

奈
苗

表
現
と
承
認
欲
求　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
自
己
と
他
者

 

堀　
　

夢
菜

路
上
で
生
ま
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン　

Ｉ
Ｔ
の
発
達

が
与
え
る
影
響
と
は 

三
品　

倫
史

ア
メ
リ
カ
史
に
見
る
マ
フ
ィ
ア　

全
盛
期
と
し
て
の
禁
酒

法
時
代
を
通
し
て 
森
下　

亜
紀

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
に
お
け
る
死
の
表
象　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
」
を
手
が
か
り
と
し
て 

坂
野　

有
優

新
し
い
観
光
に
よ
る
淡
路
島
振
興
の
可
能
性
と
課
題

 

赤
坂　

美
香

日
本
の
多
文
化
共
生
社
会
実
現
の
た
め
の
取
り
組
み
の
現

状
と
展
望

〜
多
民
族
国
家
と
の
比
較
か
ら
考
え
る
〜 

打
田　
　

彬

日
本
人
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
支
援

〜
そ
の
実
態
と
今
後
の
課
題
〜 

大
庭　

茉
莉

世
界
の
食
文
化
か
ら
観
る
異
文
化
理
解

〜
可
食
・
不
可
食
を
め
ぐ
る
文
化
摩
擦
〜 

加
藤
さ
ゆ
み

中
国
人
留
学
生
を
取
り
巻
く
労
働
環
境
と
雇
用
問
題

│
日
本
企
業
が
目
指
す
べ
き
姿
と
は
│ 

小
林　

俊
介

日
本
と
ア
ジ
ア
に
お
け
る
貧
困
に
対
す
る
意
識 

笹
瀬　

和
哉

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
お
け
る
貧
困
問
題
とG

lobal 

V
illage

に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法

〜
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
見
た
そ
の
可
能
性
と
課
題
〜

 

末
永　

沙
与

日
本
語
教
育
の
意
義
と
そ
の
可
能
性 

高
松　

一
花

英
語
の
世
界
へ
の
広
が
り
と
そ
の
役
割 

巽　
　

渉
平

地
域
で
取
り
組
む
温
暖
化
対
策
の
重
要
性

〜
環
境
モ
デ
ル
都
市
京
都
と
高
知
県
四
万
十
川
流
域
の
住
民

の
取
り
組
み
〜 

天
白　

汐
美

フ
ィ
リ
ピ
ン
貧
困
層
が
抱
え
る
問
題
点
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
が

果
た
す
役
割
〜
現
地
貧
困
家
庭
訪
問
を
通
し
て

 

中
西　

絵
都

世
界
の
移
民
政
策
か
ら
見
る
、
日
本
の
課
題
と
こ
れ
か
ら

 

中
野　

佑
香

『
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』
が
教
え
て
く
れ
る
文
化

 

西
野　

麻
子

国
語
教
育
が
及
ぼ
す
国
民
性
形
成
へ
の
影
響

〜
国
語
教
科
書
に
描
か
れ
る
イ
ギ
リ
ス
の
国
家
像
〜

 

村　

季
穂

途
上
国
の
平
和
・
開
発
の
た
め
の
日
本
の
教
育
支
援

│
日
本
型
授
業
研
究
の
国
際
化
に
お
け
る
課
題
と
可
能
性
│

 

廣
田　

裕
佳

日
本
に
お
け
る
「
ハ
ー
フ
」
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

〜
バ
ー
チ
ャ
ル
世
界
・
リ
ア
ル
世
界
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら

共
生
を
考
え
る
〜 
二
木　

彩
乃

多
民
族
国
家
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
と

教
育
の
関
わ
り 

山
本　

佳
奈

「
持
続
可
能
な
社
会
」
に
向
け
た
企
業
の
役
割

│
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
と
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
か

ら
考
え
る
│ 

由
井
み
な
み

ス
ポ
ー
ツ
は
国
際
関
係
構
築
の
手
段
に
な
り
え
る
の
か

 

若
井　

美
樹

日
米
中
に
お
け
る
大
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
関

す
る
社
会
文
化
比
較
研
究 

多
鹿
ち
な
み

Ｓ
Ｎ
Ｓ
普
及
に
伴
う
現
代
青
少
年
の
心
理
的
変
化

│
い
じ
め
問
題
を
中
心
に
│ 

石
塚
万
璃
奈

高
校
生
の
登
校
や
授
業
参
加
を
促
進
・
抑
制
す
る
要
因
の

分
析 

石
𠩤
さ
お
り

中
国
人
観
光
客
が
日
本
へ
の
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
る
要
因
の

研
究

│
関
西
国
際
空
港
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に
│

 

小
林　

早
織

キ
ュ
ー
バ
社
会
主
義
政
策
が
持
続
で
き
た
根
拠
・
地
理
学

的
文
化
人
類
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
て 

小
鮒　
　

亮

異
文
化
経
験
が
外
国
人
イ
メ
ー
ジ
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す

る
研
究 

定
　

絵
梨

限
界
集
落
を
消
滅
さ
せ
な
い
為
に

│
京
都
府
船
井
郡
京
丹
波
町
仏
主
を
事
例
と
し
て
│

 

田
邉　
　

蘭

ホ
ー
ム
レ
ス
に
な
る
の
は
自
己
責
任
と
言
い
き
れ
る
の
か

│
ホ
ー
ム
レ
ス
の
実
態
と
と
り
ま
く
環
境
に
つ
い
て
│

 

戸
田　

旭
美

Ｂ
級
グ
ル
メ
を
用
い
た
ま
ち
お
こ
し
の
効
果
と
持
続
性

│
「
Ｂ

１
グ
ラ
ン
プ 

in 

姫
路
」
の
事
例
か
ら
│

 

中
村　

美
咲
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ウ
ガ
ン
ダ
北
部
に
お
け
る
土
地
問
題 

濱
田
愛
結
花

だ
ん
じ
り
祭
の
魅
力
と
は 

樋
口　

尚
香

日
本
に
お
け
る
多
文
化
社
会
形
成
の
可
能
性

│
欧
米
諸
国
（
米
、
加
、
豪
）
と
の
比
較
か
ら
│ 

藤
谷　
　

聡

京
丹
後
市
に
お
け
る
田
舎
暮
ら
し
の
展
望
と
課
題

│
欧
米
の
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
参
考
に
し
て
│ 

藤
村　

聖
奈

京
都
観
光
に
お
け
る
「
京
町
家
」
の
可
能
性

│
京
都
へ
の
観
光
客
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
│

 

宮
川　

結
妃

米
国
に
お
け
る
肥
満
の
子
ど
も
た
ち 

森
近　

幸
恵

日
本
に
お
け
る
医
療
観
光
の
将
来
像

│
タ
イ
と
の
比
較
研
究
を
通
し
て
│ 
藪　

佳
奈
子

美
山
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
か
ら
見
る
観
光
開
発
の
在
り

方
：
住
民
の
本
当
の
豊
か
さ
と
は 

山
田　

絢
子

貧
困
削
減
の
た
め
の
民
意
あ
る
観
光
産
業
の
在
り
方

│
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
セ
ブ
島
調
査
を
通
じ
て
│ 

佐
野　

由
也

日
本
の
英
語
教
育
に
お
け
る
現
状
と
課
題

│
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
比
較
を
通
し
て
│ 

加
藤
あ
ゆ
み

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
中
絶
論
争

〜
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
プ
ロ
・
ラ
イ
フ
、
プ
ロ
・
チ
ョ
イ
ス
論

争
を
中
心
に
〜 

上
野　

智
子

９
・
１
１
同
時
多
発
テ
ロ
と
ア
メ
リ
カ
社
会

〜
イ
ス
ラ
ム
教
へ
の
対
応
を
中
心
に
〜 

植
前　

光
葉

朝
鮮
近
代
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
受
容
と
展
開

〜
植
民
地
期
を
中
心
に
〜 

浦
谷
芽
希
美

橋
下
徹
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

│
現
代
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
危
険
性
│ 

逢
坂　
　

龍

宗
教
が
も
つ
対
立
と
平
和
構
築
の
両
面
性

〜
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
紛
争
と
キ
ン
グ
牧
師
の
例
を
中
心
に
〜

 

小
山　

佳
奈

サ
ー
ド
カ
ル
チ
ャ
ー
キ
ッ
ズ

│
国
際
移
動
す
る
子
ど
も
達
の
新
た
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
│

 

花
井　

真
央

テ
レ
ビ
が
左
右
す
る
大
統
領
選
挙

│
米
ニ
ュ
ー
ス
の
役
割
と
影
響
に
つ
い
て
の
歴
史
的
見
解
│

 

松
本　

尚
子

E
m

ployees’ C
ultural and L

inguistic B
ackgrounds 

and T
heir C

om
m

unication Styles in Japanese 

International W
orkplaces 

遠
藤
友
香
理

広
告
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン　

相
対
す
る
２
つ
の
広
告

 

石
川　
　

桂

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
文
学
の
苦
悩
と
喜
び　

ト
ー
ル
キ
ン
の
視

点
に
よ
り
な
が
ら 

石
崎　

芽
衣

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー　

服
飾
史
か
ら
み
る
変
遷

 

井
上
く
る
み

ア
リ
ス
の
夢
と
奇
妙
な
住
人
た
ち 　

ル
イ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル

の
世
界
観
を
め
ぐ
っ
て 

杉
本
那
智
子

少
女
マ
ン
ガ
か
ら
見
る
恋
愛
論　

オ
ト
メ
ゴ
コ
ロ
は
ど
う

描
か
れ
て
き
た
か 

相
井　

美
保

音
が
心
に
届
く
と
き　

音
楽
の
力 

前
田　

実
穂

マ
ン
ガ
興
亡
論　

変
化
を
続
け
る
市
場 

真
砂　

陽
亮

心
理
学
専
攻

中
高
年
者
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
体
験
と
健
康
感
お
よ
び
幸

福
感
と
の
関
係 

北
田　

彩
乃

達
成
へ
の
圧
力
と
不
安
傾
向
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
与
え

る
影
響 

小
山　

拓
也

大
学
生
に
お
け
る
運
動
と
心
身
の
健
康
の
関
連 

杉
田　

幸
司

大
学
生
に
お
け
る
摂
食
障
害
傾
向
と
自
我
同
一
性
の
関
連

に
つ
い
て 

田
知
可
子

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
会
員
の
運
動
継
続
に
及
ぼ
す
要
因

│
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
動
機
付
け
、
運
動
セ
ル
フ
エ
フ
ィ

カ
シ
ー
に
着
目
し
て
│ 

西
野　

昌
宏

異
色
相
配
色
の
色
彩
環
境
が
作
業
能
率
に
及
ぼ
す
影
響

 

橋
本　

朱
世

飲
食
店
従
業
員
の
職
務
満
足
感
と
感
情
労
働
行
動
の
関
連

 

松
井　

大
典

大
学
生
の
喫
煙
行
動
と
気
質
と
の
関
連
性 

光
田　

安
里

大
学
生
の
進
路
決
定
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
の
関
連

 

山
城　

正
志

大
学
生
に
お
け
る
卒
業
後
の
進
路
の
自
己
決
定
性
と
達
成

動
機
お
よ
び
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
と
の
関
連

 

米
澤　

勇
人

女
子
大
学
生
に
お
け
る
代
理
摂
食
と
そ
の
影
響
要
因

 

王　
　

勝
男

大
学
生
に
お
け
る
祖
父
母
と
の
関
係
と
介
護
に
お
け
る
意

識
の
関
連
性 

大
重　

美
和

同
性
愛
者
の
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
が
当
事
者
自
身
に
及
ぼ
す

心
理
的
影
響 

神
内　

貴
彦
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説
明
文
理
解
に
お
け
る
方
略
指
導
の
効
果

│
教
示
に
よ
る
読
解
指
導
│ 

吉
栁　

一
世

簡
単
計
算
・
音
読
が
及
ぼ
す
発
達
障
害
児
の
表
情
理
解
へ

の
効
果 

塚
本　

恵
理

幼
児
の
計
数
原
理
獲
得
の
発
達
順
序
に
つ
い
て 

前
畑　
　

希

高
齢
者
の
子
ど
も
と
の
サ
ポ
ー
ト
授
受
と
生
活
満
足
度
の

関
連 

脇
田　

真
里

大
学
生
の
友
人
関
係
の
形
成
に
対
す
る
動
機
づ
け
と
環
境

要
因

│
大
学
に
お
け
る
ク
ラ
ス
講
義
か
ら
│ 

稲
葉　

俊
介

絵
本
の
挿
絵
と
幼
児
の
物
語
記
憶

〜
共
感
性
と
の
関
連
〜 
大
場　

永
倫

拍
手
を
伴
う
賞
賛
が
幼
児
の
内
発
的
動
機
づ
け
に
与
え
る

影
響 

村
上　

達
哉

大
学
生
に
お
け
る
親
準
備
性
の
形
成
と
被
養
育
体
験

│
時
間
的
展
望
と
の
関
連
か
ら
│ 

村
田　
　

彩

手
続
き
記
憶
の
保
持

│
加
齢
に
よ
る
影
響
の
検
討
│ 

望
月　

勝
也

学
習
判
断
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
の
検
討

│
加
齢
、
お
よ
び
記
憶
に
対
す
る
自
己
評
価
と
の
関
連
│

 

稲
垣　

範
彦

立
方
体
模
写
課
題
に
お
け
る
加
齢
変
化

│
高
齢
者
と
大
学
生
を
対
象
と
し
て
│ 

岩
永　

尚
子

達
成
目
標
，
テ
ス
ト
不
安
，
自
己
調
整
学
習
方
略
が
学
習

行
動
お
よ
び
学
習
意
欲
に
及
ぼ
す
影
響

│
中
学
生
の
動
機
づ
け
方
略
に
着
目
し
て
│ 

遠
藤　

志
乃

大
学
生
の
友
人
関
係
に
お
け
る
過
剰
な
外
的
適
応
行
動

│
内
省
行
動
と
本
来
感
の
維
持
の
視
点
か
ら
│ 

小
髙　

詩
歩

テ
レ
ビ
・
ネ
ッ
ト
動
画
親
近
感
と
テ
レ
ビ
・
ネ
ッ
ト
動
画

視
聴
行
動
の
関
連
性
に
つ
い
て 

塩
﨑　

崇
史

高
齢
者
の
主
観
的w

ell-bein
g

に
影
響
を
与
え
る
要
因

〜
孫
へ
の
意
味
づ
け
に
着
目
し
て
〜 

妻
﨑　

希
実

高
齢
者
介
護
施
設
職
員
に
お
け
る
介
護
に
対
す
る
肯
定

的
・
否
定
的
評
価
が
精
神
的
側
面
に
与
え
る
影
響

 

永
田　

敬
愛

〝
や
り
た
い
こ
と
探
し
〞
の
動
機
に
お
け
る
自
己
決
定
性

と
進
路
不
決
断
と
の
関
連 

林　
　

篤
実

青
年
期
に
お
け
る
適
応
的
な
依
存
欲
求
と
社
会
的
ス
キ
ル

の
関
連
の
検
討 

福
井
里
依
子

大
学
生
に
お
け
る
結
婚
観
の
形
成
に
メ
デ
ィ
ア
が
与
え
る

影
響 

古
瀬
未
知
子

家
族
機
能
が
大
学
生
の
自
己
受
容
、
社
会
的
ス
キ
ル
に
及

ぼ
す
影
響 

吉
松　

周
平

公
共
場
面
で
の
迷
惑
行
為
の
生
起
に
影
響
を
与
え
る
環
境

的
要
因
に
つ
い
て 

中
村　

竜
朗

現
代
青
年
の
友
人
関
係
ス
タ
イ
ル
の
傾
向

│
自
尊
感
情
・
親
友
と
の
関
連
に
着
目
し
て
│ 

居
川
奈
菜
絵

男
女
差
か
ら
見
た
道
徳
性
の
発
達
と
社
会
的
相
互
作
用
の

関
連 

池
田　
　

愛

子
育
て
支
援
機
関
の
支
援
者
の
母
親
に
対
す
る
関
わ
り
方

と
子
育
て
に
対
す
る
考
え
方
の
違
い
に
つ
い
て

 

太
田　

菜
月

ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
み
る
神
経
性
習
癖
の
持
続
要
因

│
爪
噛
み
・
さ
さ
く
れ
剥
ぎ
に
着
目
し
て
│ 
岡
田　

幸
恵

部
活
動
と
個
人
の
相
互
関
係
の
考
察

│
立
命
館
大
学
応
援
団
吹
奏
楽
部
の
部
員
の
語
り
を
も
と
に
│

 

駒
崎　

由
里

非
科
学
的
事
象
に
対
す
る
肯
定
感
形
成
の
要
因
と
影
響

│
批
判
的
思
考
、
不
安
感
お
よ
び
自
己
効
力
感
か
ら
│

 

東　
　

静
花

生
涯
発
達
的
な
視
点
か
ら
と
ら
え
る「
母
親
に
な
る
こ
と
」

第
一
子
の
子
育
て
に
お
け
る
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー

リ
ー
よ
り 

原
さ
つ
き

母
子
の
性
格
の
差
異
か
ら
見
た
大
学
生
の
母
子
関
係
の
変
化

│
下
宿
生
と
自
宅
生
を
比
較
し
て
│ 

本
目
茉
理
恵

保
育
所
保
育
士
に
お
け
る
共
感
と
母
親
へ
の
育
児
支
援
行

動
の
関
係

│
共
感
経
験
尺
度
改
訂
版(

Ｅ
Ｅ
Ｓ
Ｒ)

を
用
い
て
│

 

馬
塚　

瑞
樹

就
職
の
決
定
プ
ロ
セ
ス

│
周
囲
の
人
間
関
係
か
ら
受
け
る
影
響
│ 

山
中
裕
美
子

児
童
養
護
職
員
の
児
童
へ
の
関
わ
り
方
と
心
理
的
変
化

│
職
員
の
語
り
と
参
与
観
察
か
ら
│ 

湯
川　

真
依

第
二
反
抗
期
に
お
け
る
親
子
の
関
わ
り
方

│
第
二
反
抗
期
の
定
義
に
着
目
し
て
│ 

福
井　

博
道

大
学
生
の
組
織
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
意
欲
低
下
と
の
関
連

 

田
野
邉
優
也

異
性
の
き
ょ
う
だ
い
関
係
と
友
人
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て

│
ふ
た
り
き
ょ
う
だ
い
の
長
子
の
語
り
を
通
し
て
│

 

有
福　
　

和
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新
規
卒
業
者
の
就
職
活
動
に
お
け
る
心
理
的
変
化

│
就
職
活
動
を
経
験
し
た
大
学
4
回
生
の
語
り
を
通
し
て
│

 

大
町　
　

旦

仕
事
に
関
す
る
理
想
自
己
形
成
に
お
け
る
他
者
の
影
響

│
大
学
生
の
語
り
を
通
し
て
│ 

小
澤　

洋
之

大
学
生
が
認
知
す
る
被
養
育
経
験
と
攻
撃
性
と
の
関
連

│
親
と
の
親
和
性
に
着
目
し
て
│ 

尾
辻　

健
太

自
閉
性
障
が
い
児
を
も
つ
母
親
と
父
親
に
お
け
る
夫
婦
協

働
的
な
「
障
が
い
受
容
」
過
程

│
両
親
の
語
り
を
通
し
て
│ 

小
島　
　

拓

恋
人
を
有
す
る
女
子
大
学
生
の
進
路
決
定

│
沖
縄
県
出
身
大
学
生
の
語
り
か
ら
│ 
米
須　

愛
香

部
活
動
を
通
じ
て
の
成
長
の
心
理
的
過
程

│
体
育
会
に
所
属
す
る
大
学
生
の
語
り
か
ら
│ 

竹　
　

萌

青
年
に
お
け
る
心
理
的
自
立
と
動
機
づ
け
形
成
の
関
連

│
主
体
評
価
と
客
体
評
価
の
ず
れ
に
着
目
し
て
│ 

髙
城　

雅
裕

色
彩
が
不
安
感
に
与
え
る
影
響
の
男
女
間
に
お
け
る
差
異

│
緊
急
地
震
速
報
の
受
容
に
着
目
し
て
│ 

髙
倉　
　

亮

母
親
の
養
育
態
度
と
幼
児
の
愛
着
の
関
連
に
つ
い
て

│
攻
撃
行
動
と
向
社
会
的
行
動
に
着
目
し
て
│ 

山
口　

美
香

寺
離
れ
の
時
代
に
お
け
る
お
寺
の
マ
イ
ク
ロ
・
エ
ス
ノ
グ

ラ
フ
ィ

〜
新
た
な〝
拠
点
〞と
し
て
の
あ
り
方
の
模
索
〜 

日
野
麻
璃
子

女
子
大
学
生
に
と
っ
て
の
女
子
会
の
意
味
・
役
割

│
場
の
観
察
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
│ 

泉
谷　

理
紗

在
日
中
国
人
留
学
生
に
お
け
る
対
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

に
関
す
る
研
究

│
友
人
関
係
機
能
に
着
目
し
た
半
構
造
化
面
接
に
よ
る
検
討
│

 

梅
原
は
る
な

テ
ー
マ
パ
ー
ク
利
用
者
の
満
足
度
に
関
す
る
面
接
調
査

〜
期
待
不
一
致
モ
デ
ル
の
Ｔ
Ｅ
Ｍ
に
よ
る
検
討
〜 

川
端　
　

愛

東
日
本
大
震
災
後
の
購
買
行
動
に
つ
い
て
の
研
究

〜
福
島
と
関
西
の
大
学
生
、
双
方
の
視
点
か
ら
〜 

黒
田　

絢
子

発
達
障
害
児
を
持
つ
母
親
へ
の
支
援
研
究

〜
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
通
し
て

 

篠
原　

大
地

声
か
け
事
案
等
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
齟
齬

に
つ
い
て 

清
水
銀
次
郎

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
病
棟
に
お
け
る
入
院
患
者
の
趣
味
活

動
の
変
遷 

相
馬　

優
太

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に

〜
女
子
大
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
〜 

田
方　

ゆ
り

防
災
意
識
と
防
災
行
動
の
関
連
性

│
地
域
に
お
け
る
比
較
検
討
│ 

富
谷　

隼
也

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
情
報
を
含
む
報
道
が
裁
判
員
の
量
刑
判

断
に
及
ぼ
す
影
響

│
被
疑
者
の
国
籍
情
報
に
お
い
て
│ 

中
田　

友
貴

戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
青
年
心
理
学
テ
キ
ス
ト
の
検
閲
に
つ

い
て 

西
岡　

郁
弥

大
飯
原
発
再
稼
動
に
関
す
る
2
ち
ゃ
ん
ね
る
の
分
析

 
松
村　

和
輝

文
化
的
移
行
に
よ
る
化
粧
行
為
の
変
容 

平
尾　

萌
子

異
性
の
友
人
関
係
に
お
け
る
ナ
イ
ー
ブ
・
シ
ニ
シ
ズ
ム
の

検
討 

奥
野　

博
志

喫
煙
者
と
非
喫
煙
者
に
お
け
る
健
康
度
・
幸
福
度
・
社
会

的
志
向
性
の
関
連 

天
野　

真
珠

外
見
的
魅
力
が
及
ぼ
す
人
間
関
係
に
お
け
る
自
己
評
価
維
持

 

在
田　
　

友

シ
ャ
イ
ネ
ス
に
至
る
過
程
の
考
察 

池
内
真
理
恵

鉄
道
の
「
携
帯
電
話
電
源
Ｏ
Ｆ
Ｆ
車
両
」
と
一
般
車
両
で

の
携
帯
電
話
使
用
行
動
の
分
析 

上
野　

高
生

ボ
ー
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
使
用
し
た
日
本
人
の
自
己
高

揚
・
自
己
卑
下
傾
向
の
研
究 

薄
葉　

文
香

学
生
の
座
席
選
択
に
お
け
る
傾
向 

辻
本　

真
樹

大
学
生
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
使
用
に
よ
る
人
間
関
係
に
お
け
る
ス
ト

レ
ス
反
応 

鶴
山　

淑
恵

T
w

itter

お
よ
び
直
接
的
対
面
に
お
け
る
自
己
開
示
の
効

用
の
差
異 

野
中　
　

綾

集
団
間
地
位
が
集
団
ひ
い
き
に
及
ぼ
す
影
響

│
ひ
い
き
の
認
知
的
側
面
に
着
目
し
て
│ 

藤
ノ
井
峻
介

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
ジ
ン
ク
ス
・
縁
起
か
つ
ぎ
の
研
究

 

氏
家　

大
輔

悲
し
い
音
楽
が
気
分
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て 

小
西　

嘉
恵

大
学
生
に
お
け
る
就
職
不
安 

厨
子　

彩
香

時
間
評
価
に
及
ぼ
す
作
業
課
題
の
効
果 

西
村　

彩
香

大
学
に
お
け
る
学
生
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て

 

大
山　
　

遼

ハ
ト
の
問
題
解
決
行
動 

福
岡　

優
伽

不
安
要
素
の
維
持
・
形
成
要
因

│
社
会
不
安
か
ら
考
察
す
る
│ 

樋
野　

夏
凜
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ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
とP

erspective-takin
g

〜
2
名
の
児
童
の
症
例
を
通
し
て
〜 

中
川
あ
づ
さ

P
erspective-T

akin
g

課
題
と
共
感
性
と
の
関
連

〜
多
次
元
感
性
尺
度(

Ｍ
Ｅ
Ｓ)

を
用
い
て
〜 

堀
江　

瑞
季

大
学
講
義
に
お
け
る
参
加
者
数
の
ス
ク
リ
ー
ン
表
示
を
用

い
た
出
席
者
数
・
遅
刻
者
数
の
改
善 

樫
根　

幹
大

模
擬
店
舗
を
利
用
し
た
就
労
支
援
に
お
け
る
計
算
課
題

 

玉
井　

貴
子

携
帯
の
メ
ー
ル
機
能
と
チ
ェ
ン
ジ
ト
ー
ク
を
用
い
た
禁
煙

サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム 

有
田　

優
佳

少
年
柔
道
に
お
け
る
女
子
選
手
を
対
象
と
し
た
意
欲
向
上

に
よ
る
出
席
率
の
向
上
と
技
の
取
得
を
目
指
し
た
取
り

組
み 

大
野　

瑞
貴

障
害
者
の
就
労
場
面
に
お
い
て
他
者
に
教
え
る
行
動
が
も

た
ら
す
効
果
の
検
討 

小
島　
　

遼

学
習
意
欲
を
上
げ
る
授
業
づ
く
り
に
つ
い
て 

佐
藤　

拓
朗

学
内
模
擬
店
舗
に
お
け
る
知
的
障
害
を
持
つ
成
人
に
対
す

る
就
労
支
援
実
習

│
ビ
デ
オ
モ
デ
リ
ン
グ
・
セ
ル
フ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
中
心
と

し
た
支
援
方
法
の
有
効
性
の
検
討
│ 

森
本　

有
絵

漫
画
を
用
い
た
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
ワ
ー
ク
の
有
効
性
の

検
討 

米
田　

美
緒

顔
文
字
と
絵
文
字
の
印
象
評
定
と
そ
の
比
較 

岡
田　

宗
治

男
女
間
に
お
け
る
顔
写
真
を
用
い
た
単
純
接
触
効
果
の
検
討

 

下
水
木
秀
彬

自
己
に
よ
る
性
格
特
性
と
他
者
に
よ
る
性
格
印
象
の
一
致

性
の
検
討 

高
橋　

春
菜

実
画
像
を
用
い
た
表
情
の
感
情
的
意
味
空
間
に
お
け
る
無

表
情
の
範
囲
の
検
討 

宮
脇　

万
友

有
彩
色
光
下
に
お
け
る
作
業
効
率
の
変
化
と
有
彩
色
光
環

境
が
心
理
お
よ
び
身
体
に
与
え
る
影
響
の
検
討

 

村
上　

育
子

色
に
よ
る
お
い
し
さ
へ
の
影
響
度 

村
井　

亮
太

サ
ッ
カ
ー
選
手
に
お
い
て
競
技
意
欲
が
試
合
時
の
メ
ン
タ

ル
に
及
ぼ
す
影
響 

石
原　
　

弦

色
彩
嗜
好
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
意
識
が
服
装
嗜
好
色
に
及
ぼ

す
影
響 

千
馬　

由
起

洋
風
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
に
お
け
る
配
色
の
イ
メ
ー
ジ
評
価

へ
の
影
響 

田
口
侑
里
香

自
己
顔
の
「
正
像
」
と
「
鏡
像
」
の
熟
知
性
に
つ
い
て

 

田
路　

耕
平

女
性
の
メ
イ
ク
が
印
象
判
断
に
及
ぼ
す
影
響 

松
井　
　

結

1
回
限
り
の
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
ゲ
ー
ム
に
お
け
る
他
者
の

視
線
と
協
力
行
動 

海
老
池
千
鶴

ニ
オ
イ
の
環
境
的
文
脈
依
存
効
果
に
対
す
る
情
動
の
影
響

 

坂
田　

亮
輔

T
h

e In
flu

en
ce of th

e B
ran

d N
am

e on
 a P

rodu
ct 

C
h

oice 

上　
　

一
音

連
続
的
意
思
決
定
場
面
に
お
け
る
ア
ン
カ
リ
ン
グ
効
果
の

持
続
性
の
検
討 

杉
岡　

直
哉

感
情
価
と
覚
醒
度
が
時
間
評
価
に
与
え
る
影
響 

田
中
裕
太
郎

集
団
意
思
決
定
に
お
け
る
集
団
の
特
性
と
個
人
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
感
が
後
悔
感
情
に
与
え
る
影
響 
利
根
川
大
志

情
報
源
の
信
憑
性
が
真
実
性
効
果
に
与
え
る
影
響

 

早
川
み
な
み

リ
ス
ク
認
知
に
対
す
る
知
識
の
影
響
：
原
子
力
発
電
の
場
合

 

原　
　

愛
美

意
思
決
定
に
お
け
る
現
状
維
持
効
果
と
現
状
変
更
効
果
：

見
込
み
が
後
悔
に
及
ぼ
す
影
響 

原
田　

明
弥

大
学
生
の
法
則
理
解
に
お
け
る
操
作
の
学
習
効
果

 

井
口　

修
平

既
有
知
識
を
利
用
し
た
自
然
科
学
的
知
識
獲
得
に
及
ぼ
す

カ
テ
ゴ
リ
ー
名
呈
示
の
効
果 

黒
田　

美
南

手
続
き
的
説
明
文
に
お
け
る
文
章
理
解
支
援

│
挿
絵
の
利
用
│ 

小
林　

優
真

大
学
生
に
お
け
る
利
用
規
約
の
読
解
支
援 

東
條　

優
雅

グ
ル
ー
プ
学
習
が
大
学
生
の
目
標
達
成
感
に
与
え
る
効
果

 

西
中　

優
弥

学
習
時
に
お
け
る
積
極
的
休
息
の
効
果

│
計
算
課
題
を
用
い
て
│ 

藤
澤　

千
紘

自
己
効
力
感
の
低
い
中
学
生
の
英
語
読
解
学
習
に
お
け
る

推
測
方
略
の
教
示
効
果
の
検
証 

牧　

加
奈
女

大
学
生
に
お
け
る
自
己
効
力
感
の
向
上
を
目
指
す
成
功
体

験
の
効
果 

宮
本　

知
里

中
学
生
の
古
文
読
解
に
お
け
る
漫
画
教
材
の
学
習
効
果
に

つ
い
て 

八
木　

皐
月

要
約
テ
ス
ト
の
予
期
が
読
解
方
略
の
使
用
に
及
ぼ
す
影
響

 

山
下
紗
智
子

口
頭
説
明
に
お
け
る
知
識
の
共
有
の
確
認
の
重
要
性

 

山
本　

悠
介

好
み
の
音
楽
聴
取
と
不
安
軽
減
と
の
関
連

│
鎮
静
的
音
楽
と
覚
醒
的
音
楽
と
の
比
較
に
着
目
し
て
│

 

越
智　

音
色
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同
性
・
異
性
の
友
人
関
係
の
在
り
方

│
対
人
ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ
の
選
択
に
着
目
し
て
│

 

面
迫
一
途
美

精
神
科
看
護
師
の
勤
務
形
態
に
よ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ

ア
の
質
的
差
異
の
検
討

│
精
神
科
病
棟
と
診
療
所
と
の
比
較
│ 

上
村　

愛
香

き
ょ
う
だ
い
を
持
つ
子
ど
も
に
お
け
る
両
親
間
葛
藤
の
認
知

│
心
理
的
適
応
お
よ
び
抑
う
つ
と
の
関
連
│ 

木
下　

大
輔

即
興
演
奏
の
感
情
伝
達
に
お
け
る
音
高
の
役
割

│
音
楽
経
験
の
有
無
に
着
目
し
て
│ 

手
島　

啓
互

ペ
ッ
ト
が
飼
い
主
に
も
た
ら
す
心
理
的
効
果
、
お
よ
び
飼

い
主
の
心
理
的
過
程

│
半
構
造
化
面
接
に
よ
る
検
討
│ 

長
尾　

彩
加

大
学
生
の
友
人
関
係
目
標
と
所
属
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
対

人
ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ
の
関
連
性 

安
居　

舞
紅

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
被
災
地
に
派
遣
さ
れ
た
救
急
隊

員
の
心
理
的
プ
ロ
セ
ス
の
検
討 

渡

友
理
加

大
学
生
に
お
け
る
夢
へ
の
意
味
づ
け

│
半
構
造
化
面
接
に
よ
る
文
化
差
と
の
関
連
性
の
検
討
を
踏

ま
え
て
│ 

潘　
　
　

宇

社
会
人
外
国
人
留
学
生
の
孤
独
感
に
関
す
る
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析

 

金　
　

英
順

グ
ル
ー
プ
箱
庭
の
内
的
体
験
の
検
討 

橋
本　

絵
理

私
立
大
学
の
社
会
人
学
生
が
な
ぜ
大
学
に
通
い
、
学
ぼ
う

と
思
っ
た
の
か

│
半
構
造
化
面
接
に
よ
る
社
会
人
学
生
の
現
状
を
知
る
│

 

小
寺　

悠
司

京
都
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

平
安
女
流
作
家
が
京
都
の
社
寺
に
求
め
た
も
の 

河
内
好
の
葉

京
都
に
お
け
る
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
可
能
性

 

北
田　

和
也

京
観
世
と
西
陣 

木
村　

有
沙

平
野
啓
一
郎
『
高
瀬
川
』
論 

倉
部　

一
星

京
都
の
文
化
的
価
値
の
再
考 

佐
藤
奈
々
加

京
都
が
求
め
る
現
代
建
築 

菅
原　

萌
子

明
治
期
京
都
美
術
界
の
〝
自
立
〞

│
京
都
博
覧
会
に
お
け
る
席
上
揮
毫
か
ら
│ 

鈴
木　

麻
見

京
都
落
語
論 

高
橋　

叶
成

幕
末
に
お
け
る
京
都
の
「
名
所
」 

武
富　

知
子

建
築
か
ら
み
る
京
都
イ
メ
ー
ジ
の
揺
籃 

塔
下　

夏
果

「
京
都
づ
く
り
」
と
「
ま
ち
づ
く
り
」

│
二
つ
の
地
域
か
ら
考
察
す
る
京
都
の
ま
ち
づ
く
り
│

 

仁
木
彩
友
美

森
見
登
美
彦
作
品
の
内
な
る
『
金
閣
寺
』

│
描
か
れ
た
京
都
の
「
闇
」
│ 

萩
原　

未
季

京
都
市
内
小
学
校
校
歌
か
ら
み
る
「
京
都
」 

山
田
さ
つ
き

京
都
「
レ
ト
ロ
モ
ダ
ン
」
建
築
の
文
化
的
価
値
の
変
遷
と

そ
の
展
望

│
三
条
通
の
建
築
群
を
事
例
と
し
て
│ 

吉
田　

真
子

『
史
料 

京
都
見
聞
記
』
か
ら
み
る
京
都
の
観
光
化

 
宇
都
宮
美
里

『
京
都
町
触
集
成
』
に
み
る
京
都
住
民
の
防
火
意
識

 

大
本　

春
菜

幕
末
期
京
都
に
お
け
る
諸
藩
の
投
宿
の
実
態 

片
山　

真
弓

『
京
都
新
聞
』
戦
時
広
告
に
見
る
京
都
市
域
建
物
疎
開
の

実
態 

久
保　

義
仁

京
都
に
お
け
る
建
物
疎
開
の
遂
行

│
京
都
府
の
自
主
性
と
国
策
│ 

小
林
幸
太
郎

後
水
尾
院
政
と
水
戸
宰
相
光
圀

│
御
三
家
の
「
尊
皇
」
と
京
都
│ 

佐
藤　

圭
佑

中
世
洛
中
に
お
け
る
声
聞
師
の
社
会
的
位
置 

佐
藤
風
映
子

幕
末
京
都
の
治
安

│
実
態
と
住
民
の
意
識
│ 

新
垣　

佳
苗

北
白
川
の
二
大
産
業
と
白
川
女 

谷
垣　
　

南

中
世
後
期
京
都
被
差
別
民
の
造
園
職
能
と
賃
金 

中
川　

志
穂

『
看
聞
日
記
』
に
み
る
京
都
と
田
舎

│
風
聞
巷
説
を
材
料
と
し
て
│ 

中
村　

友
紀

八
瀬
童
子
「
鬼
の
子
孫
」
説
と
前
近
代
京
都
の
「
鬼
」

 

弘
中　

真
紀

京
都
町
奉
行
所
に
お
け
る
娼
妓
管
理
政
策
の
変
遷

 

山
﨑　

結
香

近
代
着
物
の
「
受
容
」

│
伊
吹
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
│ 

枝
木　

妙
子

二
〇
〇
〇
年
代
の
五
条
坂
の
の
ぼ
り
窯
に
つ
い
て

 

栗
焼　

正
彦

二
〇
一
二
年
現
在
の
祇
園
祭

│
合
同
巡
行
・
後
祭
│ 

小
泉
慶
太
郎

伝
統
を
継
承
す
る
と
い
う
こ
と　

顔
師
か
ら
見
て

 

小
　

茉
友

和
鏡
か
ら
み
る
伝
統
工
芸
の
現
状 

津
田　

詩
織

五
条
坂
の
登
り
窯
を
巡
る
人
々
の
思
い

│
登
り
窯
に
対
す
る
意
識
の
違
い
│ 

中
村　

拓
矢
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京
町
家
の
再
生
と
活
用 

渡
部　

唯
子

『
枕
草
子
』
か
ら
み
た
平
安
貴
族
の
場
所
に
対
す
る
認
識

│
『
拾
遺
和
歌
集
』
と
の
比
較
を
通
し
て
│ 

植
田
ち
ひ
ろ

緑
視
率
か
ら
み
た
京
都
ら
し
い
景
観 

梅
谷　

景
子

京
都
に
お
け
る
観
光
空
間
の
歴
史
的
変
遷

│
近
世
以
降
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
日
割
モ
デ
ル
コ
ー
ス
に
着
目

し
て
│ 

小
田　

美
鈴

一
九
五
五
年
以
降
の
宇
治
茶
産
地
に
お
け
る
茶
園
面
積
の

変
遷
と
そ
の
背
景

〜
京
都
府
和
束
町
を
事
例
と
し
て
〜 

勝
村　
　

黎

近
代
以
降
京
都
の
百
貨
店
に
お
け
る
屋
上
の
空
間
利
用
の

変
遷 
小
林　

瑞
歩

嵯
峨
嵐
山
の
竹
林
景
観
の
変
遷
と
管
理
状
況
の
現
状

 

小
室　

志
織

大
学
生
の
認
知
地
図
か
ら
み
た
京
都
の
空
間
認
識
と
イ
メ

ー
ジ
に
関
す
る
研
究 

近
藤　

敬
宏

京
都
の
博
覧
会
の
歴
史
と
ま
ち
あ
る
き

│
地
域
活
性
化
・
イ
ベ
ン
ト
史
│ 

杉
本　

尭
央

映
像
作
品
に
み
る
京
都
の
景
観
イ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
研
究

 

髙
谷　

恭
平

近
世
・
近
代
水
利
事
業
に
お
け
る
琵
琶
湖
疏
水
の
位
置
づ

け
と
疏
水
神
話
の
検
証 

竹
岡　

康
太

一
九
五
〇
年
代
以
降
に
お
け
る
鴨
川
の
水
質
変
化
と
利
用

の
歴
史 

立
川　

拓
也

Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
用
い
た
聚
楽
第
の
復
原 

外
山
竜
太
郎

京
都
今
出
川
通
に
お
け
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
の
可
能
性
評
価

│
市
電
の
歴
史
と
沿
線
環
境
の
変
化
に
着
目
し
て
│

 

野
口　

隆
博

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
に
適
し
た
民
間
駐
車
場
の
評
価

〜
京
都
の
郊
外
地
域
を
対
象
と
し
て
〜 

福
島　

祥
太

京
都
市
の
歴
史
的
景
観
保
存
地
区
に
お
け
る
サ
ウ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
に
関
す
る
研
究 

森
山　

隆
太

神
社
の
祭
神
・
神
獣
と
ご
利
益
の
変
遷

│
護
王
神
社
を
事
例
と
し
て
│ 

荒
木　

菖
子

山
村
の
観
光
振
興
を
め
ぐ
る
住
民
の
協
働
シ
ス
テ
ム

│
京
都
府
美
山
町
北
集
落
を
例
に
│ 

池
村
佳
央
梨

花
街
を
支
え
る
芸
妓
・
舞
妓
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー

│
祇
園
甲
部
を
例
と
し
て
│ 

岩
本　

奈
々

一
般
市
民
主
導
型
の
露
店

│
京
都
市
左
京
区
知
恩
寺
の
百
万
遍
さ
ん
の
手
づ
く
り
市
を

例
に
│ 

門　

美
友
紀

現
代
の
都
市
祭
礼
に
お
け
る
担
い
手
と
空
間
構
造

│
京
都
祇
園
祭
船
鉾
町
を
事
例
に
│ 

佐
藤　

弘
隆

伏
見
酒
造
業
に
お
け
る
生
産
構
造
の
変
容

│
杜
氏
集
団
か
ら
酒
造
技
能
者
へ
│ 

杉
本　

憲
一

宇
多
野
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の
経
営
活
動
と
そ
の
変
化

 

髙
橋　
　

慎

京
都
市
に
お
け
る
現
代
の
修
学
旅
行

│
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
グ
ル
ー
プ
行
動
の
有
効
性
│

 

滝
澤　
　

萌

京
都
市
都
心
部
に
お
け
る
伝
統
行
事
の
運
営
シ
ス
テ
ム

│
鯉
山
町
を
事
例
と
し
て
│ 

野
口　

奈
那

中
小
企
業
の
立
地
と
後
継
者
問
題

│
京
都
市
の
精
密
機
械
産
業
を
事
例
と
し
て
│ 
松
田　
　

樹

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
防
災
対
策

│
京
都
市
中
京
区
を
事
例
に
│ 

丸
山　

充
郁

ス
ポ
ー
ツ
事
業
が
も
た
ら
す
地
域
へ
の
影
響

│
京
都
競
馬
場
周
辺
を
事
例
に
し
て
│ 

矢
野　

智
裕

昭
和
前
期
京
都
に
お
け
る
花
街
・
遊
廓
・
席
貸
街

│
『
京
都
市
明
細
図
』
の
紫
区
画
に
着
目
し
て
│ 

住
沢　

杏
子

言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

観
光
ガ
イ
ド
に
み
る
音
声
表
現
の
あ
り
方 

李　
　

未
玲

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
音
声
伝
達
の
あ
り
方

〜
京
都
観
光
案
内
の
制
作
〜 

伊
藤　

円
香

舞
台
表
現
と
映
画
表
現
の
比
較
考
察 

伊
藤　

優
香

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
音
声
伝
達
の
あ
り
方

〜
京
都
観
光
案
内
の
制
作
〜 

梅
村　

春
香

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
音
声
伝
達
の
あ
り
方

〜
京
都
観
光
案
内
の
制
作
〜 

笠
原
あ
す
か

観
光
ガ
イ
ド
に
み
る
音
声
表
現
の
あ
り
方 

笠
原　

未
紀

ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
「
京
都
を
守
れ
！
学
生
防
犯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
ロ
ッ
ク
モ
ン
キ
ー
ズ
」 

小
西　

瑛
子

広
告
コ
ピ
ー
表
現
の
特
徴
と
そ
の
効
果 

佐
々
木
秀
將

観
光
ガ
イ
ド
に
み
る
音
声
表
現
の
あ
り
方 

笹
山　

優
美

ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
「
京
都
を
守
れ
！
学
生
防
犯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
ロ
ッ
ク
モ
ン
キ
ー
ズ
」 

髙
谷　

恵
倫

オ
ー
デ
ィ
オ
ド
ラ
マ
『
暗
闇
で
の
邂
逅
』 

田
野
絵
里
香

舞
台
表
現
と
映
画
表
現
の
比
較
考
察 

西
畑
あ
ゆ
美

舞
台
表
現
と
映
画
表
現
の
比
較
考
察 

平
山　

亜
衣

共
同
研
究「
他
県
民
が
話
す
関
西
弁
に
み
ら
れ
る
違
和
感
」

 

廣
田　

亜
希
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ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
「
変
化
す
る
学
内
メ
デ
ィ
ア

を
追
っ
て
」 

船
越
翔
奈
保

共
同
研
究「
他
県
民
が
話
す
関
西
弁
に
み
ら
れ
る
違
和
感
」

 

不
破　

彩
奈

敬
語
表
現
の
現
状
と
将
来
の
方
向
性 

水
島　

咲
良

観
光
ガ
イ
ド
に
み
る
音
声
表
現
の
あ
り
方 

山
本　

寛
子

子
供
向
け
の
歌
に
お
け
る
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
変
遷

 

池
内　

一
宏

絵
本
に
お
け
る
非
日
常
体
験
と
大
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン 

池
内
友
里
絵

デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
の
表
現
に
表
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観

 
遠
藤　

眞
子

夜
中
に
映
る
大
人
の
世
界 

大
澤　

幸
穂

各
感
情
に
お
け
る
音
声
学
的
特
徴
の
比
較
と
分
析

 

木
原
世
梨
花

夜
中
に
映
る
大
人
の
世
界 

島　
　
　

翔

あ
だ
名
の
つ
く
ら
れ
方
に
関
す
る
考
察 

清
水　

愛
路

オ
ー
デ
ィ
オ
ド
ラ
マ
「
暗
闇
で
の
邂
逅
」 

田
口　

祥
子

ダ
ブ
ル
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ス
ト
ー
リ
ー『
そ
の
先
に
あ
る
も
の
』

 

辻
村　

咲
衣

絵
本
と
紙
芝
居
の
表
現
比
較 

松
井　

美
樹

ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
歌
の
研
究
と
制
作 

渡
邉　

玲
奈

太
宰
の
ペ
ン
ケ
ー
ス 

周　
　

秀
衍

建
築
業
に
お
け
る
営
業
会
話
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
談
話

研
究 

県　
　
　

俊

B
U

M
P

 O
F

 C
H

IC
K

E
N

の
歌
詞
に
お
け
る
ス
ト
ー
リ
ー

性
の
考
察 

太
田　

紫
穂

日
本
語
学
習
者
と
の
会
話
に
お
け
る
日
本
人
大
学
生
の
発

話
機
能

│
日
本
語
学
習
者
の
発
話
を
引
き
出
す
た
め
に
│ 

荻
野　

由
麻

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
言
葉
の
必
要
性 

勝　
　

美
晴

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
外
国
人
児
童
の
教
科
学
習
場
面
に

お
け
る
対
話
の
実
態 

河
野　

友
佳

第
二
言
語
の
教
科
学
習
に
お
い
て
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
が

「
書
く
」
活
動
に
も
た
ら
す
影
響 

木
村
あ
づ
さ

短
時
間
で
人
を
引
き
付
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
プ

ロ
セ
ス

│
居
酒
屋
キ
ャ
ッ
チ
営
業
に
お
け
る
談
話
分
析
か
ら
│

 

木
村　

江
大

星
新
一
が
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
に
施
し
た
改
訂
作
業
の
特
徴

│
星
新
一
が
求
め
た
「
わ
か
り
や
す
さ
」
と
は
何
か
│

 

四
方　
　

舞

【
文
章
創
作（
小
説
）】「
自
分
は
何
者
か
、家
族
と
は
何
な
の
か

〜
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
家
族
を
中
心
に
描
い
た
物
語
〜
」

 

高
田　

洋
平

外
国
人
生
徒
が
自
己
の
言
語
に
向
き
合
う
と
き

〜
日
本
語
と
母
語
を
学
習
す
る
意
欲
と
そ
の
背
景
〜

 

辰
巳　
　

明

ダ
ブ
ル
リ
ミ
テ
ッ
ド
児
童
に
対
す
る
母
語
を
使
っ
た
教
科

学
習
支
援
の
有
用
性 

中
条　

愛
里

東
日
本
大
震
災
を
テ
ー
マ
と
す
る
小
説
の
制
作

│
「
セ
メ
ン
ト
樽
の
中
の
手
紙
」
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
か
ら
考
察

す
る
「
絆
」
│ 
鳥
豆　

卓
矢

日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
外
国
人
高
校
生
の
二
言
語
に
対

す
る
意
識

〜
日
本
語
・
母
語
学
習
に
向
か
わ
せ
た
も
の
は
何
か
〜

 

西
川　

奈
那

絵
本
『
１
０
０
万
回
生
き
た
ね
こ
』
の
表
現
と
語
彙
の
特
徴

│
お
と
な
に
支
持
さ
れ
る
要
因
を
探
る
│ 

橋
本　

美
季

森
見
登
美
彦
の
文
体
印
象
と
そ
の
要
因

│
「
古
風
さ
」
と
「
お
か
し
み
」
に
着
目
し
て
│ 

深
澤　

麻
美

江
國
香
織
作
品
に
お
け
る
透
明
感
の
考
察

│
比
喩
表
現
に
着
目
し
て
│ 

丸
川
み
ゆ
き

Ｓ
Ｆ
小
説
の
創
作
「
性
別
を
持
た
な
い
知
的
生
命
体
は
他

者
を
ど
う
愛
す
る
か
」 

栁　
　

文
仁

日
本
語
教
育
『
マ
ン
ガ
で
学
ぶ
役
割
語
』
の
教
材
制
作

 

岡
本　
　

綾

上
級
者
向
け
会
話
教
材
『
カ
ジ
ュ
ア
ル
日
本
語
』

 

加
古　

彩
乃

初
級
日
本
語
学
習
者
（
児
童
）
の
た
め
の
「
ひ
ら
が
な
か

る
た
セ
ッ
ト
教
材
」 

兼
井　
　

藍

日
本
語
教
育
『
マ
ン
ガ
で
学
ぶ
役
割
語
』
の
教
材
制
作

 

久
保
田
美
咲

初
級
日
本
語
学
習
者
（
児
童
）
の
た
め
の
「
ひ
ら
が
な
か

る
た
セ
ッ
ト
教
材
」 

孔　
　

早
苗

日
本
語
教
育
『
マ
ン
ガ
で
学
ぶ
役
割
語
』
の
教
材
制
作

 

平
良　

香
寿

日
本
語
学
習
者
の
た
め
の
京
都
観
光
日
本
語
学
習
教
材

 

中
島　

瑶
子

初
級
日
本
語
学
習
者
（
児
童
）
の
た
め
の
「
ひ
ら
が
な
か

る
た
セ
ッ
ト
教
材
」 

中
田　

美
咲
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日
本
語
上
級
者
対
象
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
教
材 

中
村　

彩
椰

日
本
語
学
習
者
の
た
め
の
京
都
観
光
日
本
語
学
習
教
材

 

堀　
　

愛
梨

日
本
語
学
習
者
の
た
め
の
京
都
観
光
日
本
語
学
習
教
材

 

松
尾　

詩
織

日
本
語
上
級
者
対
象
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
教
材 

松
村
真
理
子

日
本
語
教
育
『
マ
ン
ガ
で
学
ぶ
役
割
語
』
の
教
材
制
作

 

森　
　

瑞
紀

上
級
者
向
け
会
話
教
材
『
カ
ジ
ュ
ア
ル
日
本
語
』

 

八
木　

亜
純

日
本
語
学
習
者
の
た
め
の
京
都
観
光
日
本
語
学
習
教
材

 
山
端　

里
弥

日
本
語
教
育
に
お
け
る
敬
語
表
現
の
学
習
方
法
一
案

 

山
本　

伸
弘

地
域
方
言
に
影
響
さ
れ
る
日
本
語

│
中
国
人
日
本
語
学
習
者
日
本
語
発
音
に
お
け
る
母
語
干
渉
│

 

倪　
　

佳
如

Japan
ese S

tu
den

ts’ A
version

 for E
n

glish
 an

d 

T
h

eir L
earn

in
g S

trategies 

朝
倉　

鞠
乃

T
h

e G
ap betw

een
 In

tegrated an
d U

n
in

tegrated 

P
rodu

ctive S
kills in

 E
n

glish
 

小
川　

真
加

Teachers’ O
ral Input in the Introductory E

nglish 

C
lasses in Junior H

igh S
chools 

杉
本　
　

杏

T
he relationship betw

een pronunciation and 

m
otivation of Japanese E

F
L

 learners 

谷　
　

英
樹

The effect of audio inform
ation on the m

em
orization 

of E
nglish w

ords at the receptive level 

山
下　

沙
理

柔
道
指
導
法
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
効
果

 

石
本　

志
帆

音
象
徴
に
基
づ
く
商
品
名
の
量
的
分
析 

内
田　

善
哉

日
本
語
に
定
着
す
る
外
来
語
の
分
析

│
普
通
名
詞
に
お
け
る
意
味
分
類
の
観
点
か
ら
│ 

海
田　

育
理

戯
曲
執
筆
方
法
論

│
自
然
な
会
話
を
目
指
し
て 

江
崎　
　

拓

初
心
者
に
も
理
解
し
や
す
い
「
人
工
言
語
比
較
事
典
」
の

製
作
（
作
品
） 

岸
本
亜
里
紗

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
日
本
の
比
較
か
ら
見
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

の
言
語
運
用 

島
田　

直
樹

絵
本
に
お
け
る
動
物
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
分
析

 

中
澤　
　

澪

高
齢
者
の
た
め
の
健
康
食
品
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成（
作
品
）

 

山
中　
　

彩

テ
ー
マ
リ
サ
ー
チ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

原
爆
と
人
間

〜
原
爆
が
も
た
ら
し
た
も
の
〜 

大
西
あ
ず
さ

友
情
論

│
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
キ
ケ
ロ
を
巡
っ
て
│ 

鍋
島
由
梨
子

野
村
克
也
の
野
球 

橋
本　

知
彰

ビ
ー
ル
業
界
の
現
状
と
課
題 

前
田　

望
未

ブ
ラ
ン
ド
考
現
学 
浅
沼　

大
介

タ
バ
コ
の
歴
史
と
こ
れ
か
ら
の
展
望 
杉
山　

晴
哉

毒
に
な
る
親
と
毒
さ
れ
る
子
ど
も

〜
家
族
療
法
で
ど
の
よ
う
に
虐
待
連
鎖
を
防
ぐ
か
〜

 

𠩤
田　

朋
美

現
代
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
考 

西
岡
美
乃
里

日
本
合
唱
史
の
考
察
と
展
望 

紙
谷　

誠
士

ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
と
松
下
幸
之
助 

古
川　

琢
也

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
電
話 

岸
本　

光
貴

日
本
に
お
け
る
ジ
ー
ン
ズ
の
歴
史 

足
立　

博
紀

か
ま
ど
か
ら
炊
飯
器
へ 

上
島　

大
佑

ギ
リ
シ
ア
文
化
と
日
本
文
化
の
比
較
考
察

│
神
に
対
す
る
認
識
の
相
違
を
通
じ
て
│ 

三
木
茉
莉
奈

地
中
海
世
界
の
都
市
に
お
け
る
文
化
の
展
開

〜
ナ
ポ
リ
の
ト
マ
ト
食
文
化
の
形
成
を
通
じ
て
〜 

木　

星
子

浴
場
か
ら
見
る
古
代
ロ
ー
マ
の
生
活
と
文
化 

佐
藤　
　

光

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
海
外
交
易 

森　
　

浩
一

ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
イ
タ
リ
ア
移
民 

髙
野　
　

舞

ガ
ウ
デ
ィ
建
築
が
創
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
地
域
性 

嶽　

奈
士
斗

19
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
と
市
民

 

鳥
居　

愛
夢

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
お
け
る
学
校
教
育
の
変
遷
と
現
状

 

八
百　

里
紗

沖
縄
の
風
土
か
ら
み
る
伝
統
的
民
家 

藤
井　

和
之

沖
縄
幻
想
論

〜
沖
縄
の
現
実
と
観
光
の
間
で
〜 

浜
田　

綾
子

沖
縄
県
に
お
け
る
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
可
能
性

 

浅
野　
　

恵

沖
縄
の
食
文
化 

小
笠
原　

舞
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持
続
可
能
な
観
光
と
地
域
活
性
化

│
沖
縄
に
お
け
る
観
光
地
づ
く
り
│ 

加
藤　

颯
翔

沖
縄
県
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て 

工
藤　

悠
樹

ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊
の
沖
縄
戦 

出
雲　

若
葉

沖
縄
の
サ
ン
ゴ
礁

│
海
の
熱
帯
林
│ 

伊
藤
美
菜
子

沖
縄
料
理
と
沖
縄
文
化 

中
田　

裕
規

沖
縄
に
お
け
る
長
寿
観
の
変
遷
と
生
年
祝
い
の
変
容

│
近
世
琉
球
王
国
の
儒
教
化
政
策
か
ら
風
俗
改
良
運
動
ま
で
│

 

猪
岡　

叶
英

現
状
か
ら
沖
縄
観
光
の
将
来
性
を
探
る 
今
西　

夏
実

遊
女
歌
舞
伎
と
近
世
京
都
花
街 
森　

ほ
た
る

京
町
家
の
現
代
的
利
用 

白
岩　

嵯
千

雛
祭
考 

忠
地　

真
央

平
安
時
代
の
色
彩
感
覚 

大
橋　

真
空

京
都
市
内
の
参
道
狛
犬
に
つ
い
て 

音
村　

珠
未

祇
園
祭
の
厄
除
け
粽
に
つ
い
て 

志
賀　

舞
子

古
式
競
馬

〜
上
賀
茂
神
社
・
競
馬
の
儀
と
賀
茂
神
社
・
足
伏
走
馬
〜

 

濵
田
ほ
な
み

上
久
世
駒
形
稚
児
の
現
状
と
信
仰 

松
尾　

美
里

変
わ
る
祇
園
祭

〜
各
町
の
対
応
と
こ
れ
か
ら
〜 

吉
池　

侑
嗣

節
分
に
関
す
る
一
考
察

〜
『
貴
船
の
本
地
』
と
『
魔
滅
塚
伝
説
』
の
比
較
か
ら
〜

 

金
谷　

拓
馬

川
端
康
成
『
古
都
』
が
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て

 

舘　

恵
里
加

日
本
人
と
桜
に
関
す
る
一
考
察 

渡
邉　

英
里

大
学
生
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
効
果

 

中
田　

一
成

視
覚
教
材
に
よ
る
高
校
生
の
国
語
学
習
の
や
る
気
支
援
の

有
効
性 

河
野　

伊
吹

中
学
生
に
お
け
る
運
動
部
所
属
が
学
業
に
与
え
る
影
響

 

西
山　

莉
加

ノ
ー
ト
取
り
へ
の
動
機
を
高
め
る
個
別
指
導
の
在
り
方

│
支
援
の
必
要
な
子
ど
も
の
事
例
研
究
│ 

今
西　

貴
志

子
ど
も
の
学
習
へ
の
や
る
気
が
育
つ
家
庭
的
要
因
の
考
察

 

水
野　

雄
太

比
較
広
告
が
及
ぼ
す
効
果
に
つ
い
て
の
検
討 

髙
岡　
　

諒

指
導
者
の
指
示
の
仕
方
と
選
手
の
や
る
気
の
研
究

 

杤
本
健
太
郎

歴
史
学
習
に
お
け
る
象
徴
事
例
と
視
覚
情
報
の
効
果
の
検
討

 

原　
　

大
志

質
問
の
有
効
性
の
教
示
が
及
ぼ
す
児
童
へ
の
質
問
生
成
の

促
進

―
算
数
の
問
題
解
決
を
通
し
た
検
証
― 

渡
邉　

奈
央

小
学
校
教
科
書
の
視
覚
資
料
が
児
童
の
理
解
に
与
え
る
影
響

 

佐
々
木　

愛

外
国
映
画
の
リ
ス
ニ
ン
グ
が
大
学
生
の
学
習
意
欲
に
及
ぼ

す
影
響 

清
水　

咲
弥

高
校
生
の
部
活
動
へ
の
所
属
が
生
活
満
足
度
に
与
え
る
効
果

 
細
川　

美
波

人
間
と
嗜
好
品

〜
煙
草
を
例
に
し
て
〜 

齋
藤　

貴
志

農
業
の
発
展
と
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

│
西
欧
諸
国
を
モ
デ
ル
に
│ 

宮
田　
　

昂

日
本
と
韓
国
の
民
族
弓
矢
の
考
察

│
両
国
の
管
矢
を
中
心
に
│ 

李　
　

憲
正

地
方
行
政
に
お
け
る
外
国
人
児
童
の
教
育
問
題

│
ブ
ラ
ジ
ル
人
児
童
を
中
心
と
し
て
│ 

中

美
佳
子

大
阪
市
西
成
区
釜
ヶ
崎
の
地
域
再
生

│
現
状
と
今
後
の
展
望
│ 

篠
田　
　

遥

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
進
化
と
社
会 

長
谷
川　

遼

カ
カ
オ
を
取
り
巻
く
諸
問
題

〜
薬
・
飲
料
・
食
物
へ
と
形
を
変
え
て
〜 

和
田　

理
沙

農
地
解
放
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
も
た
ら
す
発
展
の
可
能
性

 

石
原　

由
貴

京
都
市
の
観
光
政
策 

川
瀬　

博
之

軍
歌
の
変
遷
か
ら
み
る
日
本
近
現
代
音
楽
史 

福
井　
　

真

ド
イ
ツ
に
お
け
る
多
文
化
共
生
に
つ
い
て 

田
中　

淳
也

Ｊ
リ
ー
グ
活
性
化
の
た
め
に 

生
川　

慎
二

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
歴
史
・
政
策
か
ら
み
る
貧
困
問
題

 

今
村　

元
気

台
湾
社
会
の
哈
日
族
の
実
態 

瀨
野　
　

涼

フ
ラ
ン
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策 

下
野
あ
ず
さ

「
野
蛮
」
の
創
造 

城　
　

裕
也

イ
ン
ド
の
宗
教
対
立
と
政
治
闘
争 

三
木　
　

徹

バ
ル
セ
ロ
ナ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
み
る
多
文
化
・
多
言

語
共
生 

工
藤　

悠
平

戦
う
女
の
子 

遠
藤　

真
依



一
二
一

立
命
館
大
学
文
学
部
卒
業
論
文
題
目

303

航
空
産
業
の
今
と
昔

〜
航
空
産
業
の
発
達
で
人
々
の
生
活
は
ど
う
変
わ
っ
て
い
く

の
か
〜 

石
橋　

美
希

東
洋
一
美
し
い
居
留
地
を
舞
台
に
し
た
ミ
ニ
国
際
社
会

│
神
戸
外
国
人
居
留
地
│ 

小
林
千
惠
美

バ
ン
ク
ー
バ
ー
地
域
に
お
け
る
華
人
社
会

〜
多
文
化
共
生
へ
の
課
題
〜 

塚
田　

梨
恵

日
系
ア
パ
レ
ル
企
業
の
中
国
市
場
へ
の
参
入

〜
可
能
性
と
戦
略
〜 

吉
川
侑
喜
子

従
業
員
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て 

有
谷　

咲
紀

京
都
市
の
都
市
景
観
問
題
に
つ
い
て
の
考
察　

イ
タ
リ
ア

・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
と
の
比
較
を
通
じ
て 
河
口
詩
津
賀

中
国
映
画
の
〝
虚
〞
と
〝
実
〞
の
間

〜
ジ
ャ
・
ジ
ャ
ン
ク
ー
の
作
品
世
界
を
中
心
に
〜 

朝
比
奈
亜
佑
美

中
国
映
画
が
映
す
現
代
中
国
の
都
市
開
発
に
つ
い
て

│
張
楊
監
督
『
胡
同
の
ひ
ま
わ
り
』『
こ
こ
ろ
の
湯
』
よ
り
│

 

井
上　
　

愛

映
像
が
映
し
出
す
戦
争

〜
陸
川
『
南
京
！
南
京
！
』
を
中
心
に
〜 

岡
田　

花
緒

香
港
映
画
の
〝
美
〞

〜
王
家
衛
監
督
作
品
と
張
国
栄
を
中
心
に
〜 

久
岡　

千
尋

王
家
衛
監
督
論

〜
中
国
映
画
の
恋
愛
と
孤
独
〜 

三
木
明
日
香

90
年
代
の
中
国
と
香
港
の
映
画
の
諸
相

│
陳
可
辛
監
督
と
曾
志
偉
を
中
心
に
│ 

林　
　

道
韞

林
書
宇
監
督
作
品
へ
の
自
己
投
影

〜
『
那
些
年
（
あ
の
頃
）』
を
中
心
に
〜　

 

梶
原　

千
波

と
も
に
歩
ん
だ
監
督
と
俳
優

〜
張
芸
謀
と
鞏
俐
、
い
く
つ
か
の
作
品
を
中
心
に
〜

 

川
合　
　

喬

現
代
中
国
映
画
が
描
く
中
国
人
像

〜
チ
ェ
ン
カ
イ
コ
ー
監
督
作
品
を
中
心
に
〜 

福
井　
　

環

中
国
大
衆
映
画
の
背
景

〜
フ
ォ
ン
・
シ
ャ
オ
ガ
ン
作
品
に
台
湾
映
画
を
加
え
て
〜
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